
 

 

 

令和８年度浦安市教育委員会９月定例会 

 
  

Ⅰ 日   時   令和８年９月３日（木） 午後３時00分 

Ⅱ 場   所   文化会館３階 中会議室 

Ⅲ 開   会 

Ⅳ 閉   会 

 

＜本日の案件＞ 

  

第１．会議録の承認   

１．令和８年度浦安市教育委員会７月定例会会議録の承認について   

 

第２．教育長からの一般報告   

 

第３．審議事項   

議案第１号 令和８年度浦安市教育功労者表彰の被表彰者の決定について 

／教育総務課（資料当日配布） 
･･･ 別紙 

   

第４．協議事項   

１．令和７年度浦安市教育委員会点検・評価報告書について 

／教育総務課（資料当日配布） 
･･･ 別紙 

   

第５．報告事項   

１．教育委員会共催・後援行事一覧／教育総務課 ･･･ １ 

２．令和８年度浦安市教育実践事例発表会報告／指導課 ･･･ ３ 

３．令和８年度夏季休業中における事故等の報告／指導課（資料当日配布） ･･･ 別紙 

４．令和８年度夏休み学校給食センター見学会開催結果報告 
／千鳥学校給食センター 

･･･ ５ 

５．「令和８年度 浦安市成人式 二十歳の集い」開催案内／生涯学習課 ･･･ ７ 

６．令和８年度青少年文化・芸術支援事業「うらやす弦楽器体験会2026」開催報告 

／生涯学習課 
･･･ ９ 

７．令和８年度第２回社会教育委員会議開催報告／生涯学習課 ･･･ １１ 

８．「第２次浦安市生涯学習推進計画・浦安市生涯スポーツ推進計画」に係る施策事

業の進捗状況について(令和７年度の進捗状況)／生涯学習課・市民スポーツ課 
･･･ １５ 

９．令和８年度第１回図書館協議会開催報告／中央図書館 ･･･ １７ 

10．令和９年度浦安市立幼稚園・認定こども園入園募集要項／保育幼稚園課 ･･･ １９ 

第６．教育委員からの一般報告   

   

第７．その他   



第５．報告事項 

 １．教育委員会共催・後援行事一覧               教育総務課 
 

１ 

 

 

９月４日～10月１日 開催行事の共催・後援 

1 

行事の名称 第14回千葉県女性ソフトボール選手権大会 

趣旨・内容等 

ソフトボール競技を通じて市民の皆さんがスポーツに親しみ、豊かな

スポーツ文化を育み、スポーツを実践する契機になることを目的とし

て開催する。 

団 体 名 千葉県ソフトボール協会 

場  所 運動公園軟式野球場及び今川球技場 

日 時 令和８年９月12日（土）から９月13日（日）まで 

人数 240名 

担 当 課 市民スポーツ課 

種別 
後援 

新規 

2 

行事の名称 令和８年度千葉県中学校新人体育大会 

趣旨・内容等 
中学校教育の一環として、生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技

能の向上と心身の健全な育成を図るとともに、生徒相互の親睦を図る。 

団 体 名 千葉県小中学校体育連盟 

場  所 バルドラール浦安アリーナ他県内各会場 

日 時 令和８年９月20日（日）から12月６日（日）まで 

人数 約10,000名 

担 当 課 保健体育安全課 

種別 
共催 

継続 

3 

行事の名称 第７回浦安市長杯中学硬式野球交流戦 

趣旨・内容等 

中学３年生を対象とした大会であり、硬式野球を通してスポーツ人と

しての成長を促す。また、浦安市を主に野球環境を利用してもらうこ

とで、市内高校の魅力度の向上を図るとともに、高校野球人口の増加

を目的として開催する。 

団 体 名 浦安リトルシニアリーグ 

場  所 京葉ガス クラシモスタジアム浦安、東京学館浦安高校、県立浦安高校 

日 時 令和８年９月21日（月・祝）、９月23日（水・祝）、10月３日（土） 

人数 200名 

担 当 課 市民スポーツ課 

種別 
後援 

継続 



２ 

 

 

８月７日～９月３日 開催行事の共催・後援 

1 

行事の名称 
第38回浦安市ジュニアサッカートーナメント大会 

【４年生、５年生、６年生の部】 

趣旨・内容等 
浦安市サッカー協会四種委員会所属の各クラブが小学生で構成された

チームで出場し、トーナメント大会を行う。 

団 体 名 一般社団法人浦安市サッカー協会 

場  所 ブリオベッカフィールド明海 

日 時 
令和８年８月30日(日)から10月12日(月・祝)までのうち 

土・日・祝日 

人数 300名 

担 当 課 市民スポーツ課 

種別 
後援 

継続 

 

 

4 

行事の名称 第45回浦安市立小中学校PTA連絡協議会スポーツ大会 

趣旨・内容等 
PTA活動の一層の推進を図る為、市内公立学校の教職員や保護者の親睦

ならびに、学校PTA間の連携を深めることを目的とする。 

団 体 名 浦安市立小中学校PTA連絡協議会 

場  所 浦安市運動公園他 

日 時 
９月21日（月・祝）午前８時00分から午後５時00分まで 

10月12日（月・祝）午前８時00分から午後５時00分まで 

人数 800名 

担 当 課 生涯学習課 

種別 
後援 

継続 



第５．報告事項 

 ２．令和８年度浦安市教育実践事例発表会報告              指導課 

 

３ 

１ 目  的   市立小中学校・幼稚園・認定こども園の教育実践を広く教育現場に紹介し、 
情報交換をするとともに実践的指導力の向上を目指す。 
 

２ 主  催   浦安市教育委員会教育総務部指導課 
 
３ 日  時   令和８年８月３日（月）  １３：２０～１６：３０ 
 

４ 会  場   浦安市役所 ４階会議室Ｓ２～Ｓ４ 

 

５ 参加人数   ９８名 

       （会場参加：幼稚園・認定こども園３０名、小学校３４名、中学校１５名） 

       （オンライン参加：幼稚園・認定こども園 ９名、小学校 ７名、中学校 ３名） 

 

６ 内  容   受付 13:00～13:15 

時  間 主  題 ・ 内  容 講師講評・助言者 

13:20～13:30 開会・教育委員会挨拶  

13:30～14:10 

（実践発表20分） 

（協  議12分） 

※ 質疑応答含む 

（講師講評8分） 

＜幼児教育についての発表＞ 

会場４５名参加（園３０名、小１１名、中４名） 

オンライン１１名参加（園 ９名、小 ２名、中０名） 

市立日の出幼稚園   

教諭 清水澤 典子 先生 

『 つながりが生まれる環境の在り方 
～多様な人とのかかわりの中で、 

育ち合う幼稚園を目指して～』 

浦安市立幼稚園・認定こど

も園長会から 

市立若草認定こども園 

園長 能宗 礼子 先生 

14:10～14:15 入れ替え  

14:15～14:55 

（実践発表20分） 

（協  議12分） 

※ 質疑応答含む 

（講師講評8分） 

＜特別活動についての発表＞ 

会場５１名参加（園１９名、小２５名、中７名） 

オンライン１６名参加（園 ８名、小 ７名、中１名） 

市立南小学校  
教諭 瀧口 寛 先生 

『『自己有用感』を育む 

自治的集団づくりの工夫 

  ―承認とAARサイクルによる係活動を通して― 』 

浦安市立小中学校校長会

から 

市立高洲小学校 

校長 鈴木 明美 先生 

 

14:55～15:00 休憩  

15:00～15:40 

（実践発表20分） 

（協  議12分） 

※ 質疑応答含む 

（講師講評8分） 

＜特別支援教育の課題についての発表＞ 

会場４１名参加（園 ９名、小２４名、中８名） 

オンライン１５名参加（園 ６名、小 ７名、中２名） 

市立東小学校 

教諭 三木 明日香 先生 

『 通常の学級における 

ポジティブ行動支援の検討 
― 第１層支援と個別最適化された 

第２・３層支援の構築に向けて －』 

浦安市立小中学校校長会

から 

市立日の出南小学校 

校長 佐瀬 久代 先生 



４ 

15:40～15:45 入れ替え  

15:45～16:25 

（実践発表20分） 

（協  議12分） 

※ 質疑応答含む 

（講師講評8分） 

＜音楽科教育についての発表＞ 

会場３５名参加（園７名、小１７名、中１１名） 

オンライン ８名参加（園 ５名、小 ２名、中１名） 

市立堀江中学校 

教諭 馬場 祐太 先生 

『 未来へつながる主体的な音楽表現活動 
～自ら課題意識を持ち、 

解決できるような主体的な学習の在り方～』 

浦安市立小中学校校長会

から 

市立舞浜小学校 

校長 瀬尾 宏枝 先生 

 
 
７ 成  果 
 発表された実践事例が具体的かつ現場のニーズに即しているため、多くの参加者が発表内容

を「理解しやすい」「ためになった」と評価していた。特に子どもの自己肯定感や主体的な学び

を促す支援のヒントが得られており、大変分かりやすかった。 
 異なる校種の教員が参加し、座席を校種で指定することで意見交換や協議ができたことが参

加者から好評だった。これにより、園小中の接続や一貫教育の大切さを再確認し、連携を深め

る意識が高まる場となった。 
 講師の講評では、国の動向や市の実態を発表内容に結び付け、発表内容を各園各校で生かし

ていくにはどうしたらよいかを参加者が考えられるような御指導をいただいた。 
 参加者のアンケートからは、以下のとおり肯定的な意見が複数見られた。 

 
８ 今後の課題 
 スケジュールがタイトで発表時間や協議の時間、入れ替えやトイレ休憩等の時間にゆとりが

なかった。またアンケートの回収率も４８％だった。発表数を含め、時間配分を検討していき

たい。 
 オンライン参加者から協議の際のマイク設定等であまり上手く話ができなかったとの意見も

あり、オンライン環境のサポートも充実させていきたい。 
 実践事例発表会として、参加者がより各園各校に生かせるように、発表者には引き続き担当

指導主事が発表に関する留意点を示しながら事前指導をしていく必要がある。 
  

 

【アンケート抜粋】 
・園で育んだ自己肯定感が、その後の小学校での学びを通して自己有用感へと育っていく

見通しをもつことができた。園小の接続では生活科に注目することが多かったが、「特別

活動」にも関心を向けていきたいと思う。 
・他校種の先生方との協議、講評を含め、良い学びとなりました。実践発表は、自分の授

業を見直すとともに、もっと授業改善したい意欲が高まり、大変有意義な内容でした。 
・発表の先生方が、それぞれの目的をもち、子ども達が主体的に学ぶための環境や支援を

考え、実践されてきたことがわかりました。 
・全ての教育は繋がっていることを実感しました。 
園小中連携、一貫教育の重要性を感じ、今後も学校とより繋がりながら連携を進めてい

こうと思います。 



第５．報告事項 

 ３．令和８年度夏季休業中における事故等の報告              指導課 
 

１ 

令和８年度夏季休業中の事故等の報告について（９月１日現在） 
 

《事故等の件数》 

種  別 幼稚園 
認定こども園 小学校 中学校 合計 

交通事故 ０ １ ２ ３ 
け  が １ １２ ２ １５ 
そ の 他 ０ ０ ２ ２ 
合  計 １ １３ ６ ２０ 

 

《事故等の概要》 

《幼稚園・認定こども園》 

○交通事故 

 

○けが 

 ・８月 ５日 年中女児 

   祖母宅で階段から落ちて顎をぶつけた際に裂傷。３針縫った。 

 

○その他  

 

《小学校》 

○交通事故 

 ・７月３０日 ５年生男子児童 

   塾の帰り道で自転車で信号待ちをしていたところ走ってきた自転車と接触した。事故後、病 

院を受診し、手に擦り傷を負った。 

 
○けが 

 ・７月１７日 ３年生男子児童 

   デイサービスで遊具で遊んでいる際に右腕を骨折した。 

 ・７月１８日 ５年生男子児童 

   サッカーの試合中に相手選手にぶつかり転倒。右手首を骨折した。 

 ・７月１８日 ２年生女子児童 

   自宅マンションのエレベーターでボタンを押そうとして転倒。左ひじを骨折。 

 ・７月２４日 ２年生男子児童 

   軟式野球チームの練習前に鬼ごっこをしているときに体操マットから転倒。右ひじを骨折し

た。 

 ・８月 ３日 ４年生女子児童 

   キャスターボードの練習中に転倒し右足首を剥離骨折。  

 ・８月 ５日 ５年生女子児童 

   学童でサッカーをしている際に痛みを感じ、病院を受診したところ左足を骨折していた。  

 ・８月１２日 ３年生女子児童 

   家で台に乗って高所のものを取ろうとしたときにバランスを崩し転倒。左腕を骨折した。 

 ・８月１２日 ３年生男子児童 

   祖父母宅付近で自転車に乗っている際に転倒し右腕を骨折した。 

 ・８月半ば ２年生男子児童 

   千葉市内の公園の遊具から飛び降りた際に、右手の小指を骨折した。 



２ 

 

 ・８月２４日 ６年生男子児童 

   釣りをしている際に釣り針が左まぶたに刺さり負傷。病院で手術を行った。眼球にうすい傷 

があったことから治療を行っている。学校での特別な配慮は必要ないとのこと。 

・８月２４日 ５年生男子児童 

   自転車で走行中に曲がろうとした際に転倒。右ひじを骨折した。 

・８月２７日 ３年生男子児童 

  サッカーチームでの遠征時に、別チームの児童がゴルフクラブを振りかぶっていたところ、 

頭部にあたり切傷と陥没。病院に入院し、患部をホッチキスで止めている。ＣＴの結果は問題 

は見られなかった。８月２８日に退院し、自宅療養を行い９月４日に再検査を行い結果を見て 

登校することとなっている。 

 

○その他   

 

《中学校》 

○交通事故  

 ・７月２８日 ３年生男子生徒 

   自転車で走行時に自動車と接触事故。運転手が救急車を要請し、肋骨の骨折、左手首及び右 

ひじ上部の負傷であった。 

 ・８月１日 １年生男子生徒 

   自転車で移動中にバイクと接触した。怪我はなく、警察にも届け出ている。 

 

○けが 

 ・８月 ７日 ２年生男子生徒 

   スケートボードに乗っている最中に転倒。左手首を骨折した。学校では学習時に本人と相談

しながら配慮していくこととしている。 

 ・８月２２日 ２年生女子生徒 

   部活動中に自身が投げた砲丸が頭部に落下し、頭部の負傷。保護者が迎えに来て病院を受 

診し、負傷箇所をホッチキスで処置。 

 

○その他 

 ・８月２７日 ２年生男子生徒 

   浦安中央公園での部活動の大会中に財布を紛失した。現金やカードなど総額２万円程度の被 

害があり、翌日保護者から警察に被害届を提出した。    

 ・８月２８日 １年生男子生徒 
   部活動の帰宅中に気分が悪くなり、歩行者が学校連絡。学校職員が救急車を要請するととも 

に家庭連絡。東京ベイを受診し、熱中症と診断。 



第５．報告事項 

 ４．令和８年度夏休み学校給食センター見学会開催結果報告  

千鳥学校給食センター 
 

   ５ 

１ 目的：児童と保護者及びその家族が、調理場の見学や調理疑似体験をすることに

より、学校給食に対する理解を深めるとともに、学校給食センターと家庭

が連携して子どもの「食育」を推進することを目的に開催した。 
 
２ 日時：令和８年７月 23 日（木） 午前 10 時から午前 11 時 30 分まで 
 
３ 場所：浦安市千鳥学校給食センター 
 
４ 参加者数（来場者数）：当日来場 89 名 

  （募集 75 名程度に対し、226 世帯 580 名の応募があり、36 世帯 102 名の当選） 

   ※応募数が多かったため、募集を 75 名から 100 名に変更 
 
５ 内容：調理場内見学、調理疑似体験(エアシャワー体験や煮釜の調理疑似体験等) 
 
６ 成果と今後の課題 
    参加者のアンケート調査では、「すべて楽しく、とても勉強になりました」、「普 

 段、見ることができない給食センターを親も一緒に見学させていただき、貴重な体 

 験ができました。写真も沢山撮れたので、良い夏休みの思い出になりました」、「給 

 食ができるまでの流れや、皆さんの作業を子どもたちが知ることができ、とてもあ 

 りがたかったです。感謝の気持ちを持って、たくさん給食を食べてくれればとおも 

 います」、「衛生面もしっかりしており、安心した給食を提供頂いていることを知り 

 ました」などの意見が寄せられた。このことから、成果としては、学校給食への理解 

 と食育の推進を図ることができたと考える。 

一方、今後の課題としては、当選倍率が高いことであり、定員を 75 名から 100

名に増やしたが、それでも倍率が 5.68 倍となった。このことから、今後、少しで

も多くの応募者にご参加していただけるよう検討していきたい。 
 
７ 参考 ～アンケート集計結果（回答数：保護者 32 名）～    
問１ 給食センター見学会をどのようにして 回答 

知りましたか？ 

※問１のみ、今後の事業周知方法の参考とするため、 
申込者全員を対象にアンケート調査を実施。 

※その他…知人の紹介、友人からの情報。 
 
 
問２ 給食センター見学会に参加した理由  回答  

について、お聞かせください(複数回答可） 
 

 
 
 
 

回答項目 回答数 

キッズビュー 201 

市の広報紙 20 

市ホームページ 3 

その他 2 

回答項目 回答数 

調理場を見学できる 27 

親子で学ぶことができる 21 

給食に興味があった 19 

調理疑似体験ができる 9 

夏休みの自由研究 4 

その他  0 



 

６ 

 
問３ 給食センター見学会の見学時間     回答  

ついて、お聞かせください。 
 

 

 
 
問４ 給食センター見学会の内容について、 回答 

お聞かせください。 

 

 

 
 
問５ 調理場内での説明は、理解できまし   回答 

たか？ 

 

 

 
 
 
問６ 給食ができる様子は、理解できまし   回答  

たか？ 

  

 

 
 
 
問７ どの体験や見学が楽しかったですか？（複数回答可） 

回答   
 
 
 
 
 
 
 
 
問８ 給食センター見学会の感想・ご要望がございましたら、ご記入ください。 

回答 主なものは、次のとおり。※上記の成果で記載したものは除く。 

   ・とても良い機会で、子どもも体験がとても楽しかったようで、大満足で 

    す。また、来たいです。 

・子供たちが、自分たちの給食がどんな風に作られて、運ばれてきている 

 のか、想像できるきっかけになりました。 

   ・とても楽しく見学ができました。 

回答項目 回答数 

よい 32 

短い 0 

長い 0 

回答項目 回答数 

よかった 32 

普通 0 

よくなかった 0 

回答項目 回答数 

理解できた 29 

おおむね理解できた 3 

あまり理解できなかった 0 

理解できなかった 0 

回答項目 回答数 

理解できた 25 

おおむね理解できた 7 

あまり理解できなかった 0 

理解できなかった 0 

回答項目 回答数 

焼き物体験 9 

コンテナ体験 9 

洗浄の見学 9 

和え室の見学 9 

着替え体験 7 

回答項目 回答数 

調理疑似体験 23 

揚げ物体験 21 

冷蔵庫・冷凍庫内の見学 19 

エアシャワー体験 19 

下処理体験 15 

野菜切り体験 10 
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 ５．「令和８年度 浦安市成人式 二十歳の集い」開催案内     生涯学習課 
 

   ７ 

１ 開催日時 令和９年１月 11 日（月・成人の日） 

       第１回 

式典：午前９時 45 分～10 時 15 分 

対象：浦安・富岡・美浜・日の出中学校区 

          （猫実、当代島、北栄、海楽、富岡、東野１・２丁目、 

美浜、日の出にお住まいの方） 

       第２回 

式典：午前 11 時 30 分～正午 

対象：堀江・見明川・入船・明海・高洲中学校区 

（堀江、富士見、舞浜、弁天、今川、東野３丁目、 

鉄鋼通り、港、入船、明海、高洲にお住まいの方） 

２ 開催場所 東京ディズニーリゾート 

３ 対 象 平成 18 年４月２日から平成 19 年４月１日までの生まれで、令和８年

12 月１日を基準日とし、式典前日までに本市に在住し住民登録してい

る方 

４ 対象者数 1,941 人（令和８年４月１日現在）  

５ 開催方法 参加者全員が入場できるよう、中学校区による地区別開催とする。 

※市内転居等の理由による場合は、案内状送付後に参加回の変更を受 

け付ける。 

       ※市外転出者の参加については、保護者が市内在住で住民登録をして

いる方を対象とし、事前申込及び入園料の自己負担により、認める

ものとする。 

６ 実行委員会 ７人 

会議において、開催場所の提案、式典テーマの選定、記念品の選定、  

式典内容の企画、プログラムの作成等を行う。 

７ テ ー マ 「Canvas
キャンバス

 ～空白を未来へ～」 

８ 式  典 市長及び議長、東京ディズニーリゾート・アンバサダーからの祝辞実

行委員会の企画等を含め、１回 30 分間 

９ 来  賓 32 名 

浦安市議会議員（20 名）、千葉県議会議員（２名）、浦安市社会教育委

員会議委員長（１名）、令和２年度浦安市立中学校長（９名） 

10 主  催 浦安市・浦安市教育委員会 

  



 

８ 
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 ６．令和８年度青少年文化・芸術支援事業「うらやす弦楽器体験会 2026」開催報告 

生涯学習課 
 

９ 

１ 目  的  青少年による文化芸術活動の推進を図るため、市内在住在学の子どもた

ちに弦楽器への興味や関心を高めてもらう機会の提供の場として「うらや

す弦楽器体験会」を開催する。 

  

２ 主  催  浦安市・浦安市教育委員会 

 

３ 日  時  弦楽器体験会    令和８年７月 31 日（金）～８月１日（土） 

                  午前 10 時～正午、午後１時 30 分～３時 30 分 

        発表コンサート   令和８年８月２日（日） 

正午～午後１時 20 分 

 

４ 場  所  浦安市文化会館大ホール・小ホール・リハーサル室 

 

５ 参加者数・観覧者数 

 （１）弦楽器体験会参加者数 62 名（申込者数 62 名 募集定員 76 名 欠席０名） 

・午前クラス 

①ヴァイオリン 20 名 

   ②ヴィオラ   ３名 

   ③チェロ    ７名 

   ④コントラバス １名   計 31 名 

  ・午後クラス 

   ①ヴァイオリン 13 名 

   ②ヴィオラ   ５名 

   ③チェロ    ８名 

④コントラバス ５名   計 31 名 

    

               合計 62 名 

 

  ＜参加者の学年別構成＞ 

・小学生：52 名（３年生 18 名、４年生８名、５年生 13 名、６年生 13 名） 

・中学生：９名（１年生９名） 

・高校生：１名（１年生１名） 

 

※定員を超えたコースの公開抽選を７月７日（火）午前 11 時から実施した。 

※定員に満たない楽器については、７月 14 日（火）から追加募集を行った。 

 

（２）成果発表会観覧者数 201 名 
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６ 概 要 

  弦楽器体験会参加者の成果発表の場として発表コンサートを最終日に行った。 

また、ゲスト出演者として、浦安ユースオーケストラに演奏していただいた。 

 

  ＜演奏者＞ ・弦楽器体験会参加者 午前クラス 

                   午後クラス 

        ・浦安ユースオーケストラ 

        ・弦楽器体験会講師 

   

７ 成 果 

昨年度に引き続き、今年度も初心者クラスのみの開催とした。 

参加者については、募集締め切り時点でヴァイオリンやチェロの午前クラスとコント

ラバスの午後クラスが抽選となった。定員に満たない楽器については、追加募集を行っ

たが、一部のクラスについては、定員を満たすことができなかった。 

  体験会では、今年度初めて浦安ユースオーケストラの団員をアシスタントとして配置

した。体験会参加者への指導を通じて、浦安ユースオーケストラの団員にとっても、指

導者としての経験を積む有意義な機会となった。 
  成果発表会では、体験会参加者による演奏のほか、浦安ユースオーケストラの参加も

あり、会場全体が弦楽器に親しむ若い音楽家を応援していこうという雰囲気に包まれた。 

体験会終了後には、参加者から「毎年開催しているので、弦楽器をすべて体験してみ

たい」という声や、保護者から「非常に貴重な体験ができ、満足している」「大ホールで

の成果発表会を見ることができてよかった」といった声が寄せられた。これらの反応か

ら弦楽器への興味や関心を高めてもらう機会の提供という事業の目的は達成できたもの

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 今後の課題 
参加者募集において、追加募集も行ったが、募集定員を下回る結果となった。成果発

表会参加者に行ったアンケートでは、「７月下旬が参加しやすい」との回答が多数あった

ことから、来年度以降については、開催時期の見直しを検討する。 
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 ７．令和８年度第２回社会教育委員会議開催報告         生涯学習課           

１１ 

１ 開催日時 
  令和８年７月 22 日（水）午後１時 30 分～午後３時 00 分 

 

２ 開催場所 
  浦安市役所 10階 協働会議室 

 

３ 出席者 
 （委 員） 

菅原委員長、鳥居副委員長、□田委員、茂泉委員、芦田委員、山田委員、 

佐々木委員、平田委員、室井委員 

 

（事務局） 

生涯学習部長、生涯学習部次長 

生涯学習課長（兼）青少年センター所長、市民スポーツ課長、郷土博物館長、 

高洲公民館長、日の出公民館長、中央図書館長、青少年課長、生涯学習係（４名） 

 

４  傍聴人 ３名 

 

５ 議題 

（１）報告事項 

①令和７年度青少年センター活動報告 

    ②令和７年度郷土博物館事業報告 

    ③令和７年度公民館事業報告 

    ④令和７年度図書館事業報告 

    ⑤令和７年度第２回浦安市郷土博物館協議会開催報告 

    ⑥令和７年度第２回浦安市文化財審議会開催報告 

    ⑦令和７年度第４回公民館運営審議会開催報告 

    ⑧令和７年度第３回図書館協議会開催報告 

    ⑨令和７年度企画展「浦安の大衆芸能」開催報告 

⑩令和８年度夏休み企画展「もっと知りたいふるさと浦安」開催案内 

  ⑪社会教育関係行事案内（令和８年８月１日から10月31日） 

（２）協議事項 

「第２次浦安市生涯学習推進計画・浦安市生涯スポーツ推進計画」に係る施策事業

の進捗状況について 

（３）その他 

 

６ 会議内容（概要） 
（１）報告事項について質問等があった。主な質問・回答等は以下のとおり。 

①令和７年度青少年センター活動報告 

 ・パトロールの実施方法を見直したとあるが、具体的にどのように見直したの

か。 

 →補導員の理事会でパトロール回数を増やすことが決まり、地区ごとのパトロ

ール回数を増やしている。 
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④令和７年度図書館事業報告 

・貸出数は減少しているが、利用者数は増加しているところに、図書館業務の

利用の多様化が表れている。来館者のニーズをどのように把握しているのか。 

 →利用者アンケートの実施や、テーマの希望等を把握する方法の検討や実施を

している。 

⑪社会教育関係行事案内（令和８年８月１日～10月31日） 

    

（２）「第２次浦安市生涯学習推進計画・浦安市生涯スポーツ推進計画」に係る施策事業

の進捗状況について 

・幼児期体力向上支援事業では、幼児を対象に無料で各園と運動公園までの送 

迎をするなど、とてもよい事業であるが、令和11年度までの目標数値が低い。 

成果指標の軸を今後検討していく必要があるのではないか。 

・少年スポーツ団体活動支援事業で、成果指標の軸に「加入率」があるが、皆 

それぞれのスポーツをやっているので、今後、目標や成果の在り方を見直す 

必要があるのではないか。 

・東京ベイ浦安シティマラソンの参加率は、天候にも影響されるため、成果指

標を見直す必要があるのではないか。 

  →いろいろな成果指標、目標値を定める中で、人数以外の指標を見つけるのに 

苦慮しているが、ご助言いただいた内容を踏まえ、今後、見直しをしていく。 

 

  ・文化芸術団体等との連携について、令和11年度までに５件の目標値であるが、 

見込みとして何か増やす予定はあるのか。公民館だと、毎月、華道協会の展覧 

会を開催している。そういうところとの連携はできないのか。 

  →市内に様々な活動をされている団体がある。幅を広げて、様々な分野の団体 

と連携していく必要がある。 

 

  ・子ども読書活動推進事業について、中学校の図書室の開室時間が気になって 

いる。学校司書の勤務時間が15:00までのため、放課後の本の貸出ができてい

ない。昼休みは15分間のため、貸出時間が十分ではない。 

   貸出数が減少傾向であるため、学校司書の勤務時間について市全体で考えて

いけるとありがたい。 

  →資料のやり取りや、図書館から職員を学校に派遣して読み聞かせやストーリ 

ーテリングをすることで、読書の楽しさに気づいてもらう機会を引き続きつ

くっていくなど、今後とも学校図書館と連携していく。 

 

  ・青少年健全育成推進事業について、「標語コンクール」と「たこあげ大会」が 

書かれているが、中学校地区によっては、青少年健全育成連絡会の担当者の

高齢化等により、担い手が課題になっている。 

   子ども会も減少傾向にあり、夏休み期間中のラジオ体操を、子ども会ではな 

くて、健全育成連絡会の担当者が担っている地区もある。若い世代にどのよ

うに繋いでいくかが課題である。 

 →令和７年度の「たこあげ大会」は雨で中止となったため、実績値が減少して 

いる。健全育成連絡会は、コロナ禍以降、様々な活動が自粛した。また、Ｐ 
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ＴＡも含め、人手不足の現状がある。校長会でも、健全育成連絡会の重要性 

については伝えている。浦安市の子どもたちの健やかな成長を支える大切な 

活動であるため、今後も継続できるよう、重要性について、学校区内に改め 

て情報共有を図っていく。 

 

  ・子育て世代は、地域活動の時間がなかなか確保できない。子育てが終わった 

方々にどのように関わっていただけるかが、これからの地域コミュニティと

現役世代をつないでいく柱になる。 

コミュニティ・スクール推進事業では、若い方に委員を担っていただくこと

で活動が活性化した例がある。 

また、活動回数が103回とあるが、内容の充実度は地区によって異なり、回数

や達成率では読み取れない部分がある。 

計画期間内で変更することは難しいと思うが、進捗状況がＣの事業に対して、

「見直しの継続」とあり、今後は廃止の基準を作る等の検討も必要ではない

か。 

  →状況に応じて検討する。 
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８．「第２次浦安市生涯学習推進計画・浦安市生涯スポーツ推進計画」に係る施策事業の 

進捗状況について（令和７年度の進捗状況）     生涯学習課・市民スポーツ課 
 

１５ 

１．進行管理の趣旨 

  令和２年３月に策定した「第２次浦安市生涯学習推進計画」及び「浦安市生涯スポーツ

推進計画」の施策事業について、令和７年度の進捗状況を確認し、令和８年度以降の事業

の改善等につなげる。 

 

 

２．令和７年度の進捗状況 

①第２次浦安市生涯学習推進計画 Ｒ７ Ｒ６ 

評価 内容 事業数 割合 前年比 事業数 割合 

Ａ 計画目標に向けて順調に推移 101 49.3％ ▲ 3 104 51.2％ 

Ｂ 計画目標に向けて概ね順調 41 20.0％ 5 36 17.7％ 

Ｃ 計画目標に向けて進捗はやや遅れている 45 21.9％ ▲ 1 46 22.7％ 

Ｄ 計画目標に向けて進捗は遅れている 1 0.5％ ▲ 2 3 1.5％ 

事業廃止等のため評価なし 17 8.3％ 3 14 6.9％ 

計 205  2 203  

 

②浦安市生涯スポーツ推進計画 Ｒ７ Ｒ６ 

評価 内容 事業数 割合 前年比 事業数 割合 

Ａ 計画目標に向けて順調に推移 20 35.1％ 3 17 29.8％ 

Ｂ 計画目標に向けて概ね順調 24 42.1％ 7 17 29.8％ 

Ｃ 計画目標に向けて進捗はやや遅れている 1 1.8％ ▲ 14 15 26.3％ 

Ｄ 計画目標に向けて進捗は遅れている 4 7.0％ 3 1 1.8％ 

事業廃止のため評価なし 8 14.0％ 1 7 12.3％ 

計 57  0 57  

 

 

３．令和８年度以降の方向性 

①第２次浦安市生涯学習推進計画        ②浦安市生涯スポーツ推進計画 

内容 
Ｒ７ Ｒ６  

内容 
Ｒ７ Ｒ６ 

事業数 割合 前年比 事業数 割合  事業数 割合 前年比 事業数 割合 

継続 136 66.3％ ▲ 7 143 70.4％  継続 33 57.9％ ▲10 43 75.4％ 

見直し継続 50 24.4％ 12 38 18.7％  見直し継続 16 28.1％ 10 6 10.5％ 

拡大 0 - ▲ 1 1 0.5％  拡大 0 - 0 0 - 

縮小 0 - 0 0 ‐  縮小 0 - 0 0 - 

廃止等 17 8.3％ 0 17 8.4％  廃止 8 14.0％ 1 7 12.3％ 

その他 2 1.0％ ▲ 2 4 2.0％  その他 0 - ▲ 1 1 1.8％ 

計 205  2 203   計 57  0 57  
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【参考】 

１．進捗状況の評価基準 

 内容 基準 
Ａ 計画目標に対して

概ね達成 

①Ｒ11 年度までの目標値を上回っているもの 

②Ｒ11 年度までの目標値にほぼ到達しているもの 

Ｂ 計画目標に対して

未達成だが概ね順

調に推移 

①Ｒ11 年度までの目標値に向かって、順調に実績値が推移しているもの 

②成果指標や目標値を当初設定していたものから変更したもので、新たな目

標値に向かって順調に進む見込みがあるもの 

Ｃ 計画目標に向けて

進捗はやや遅れて

いる 

①Ｒ６年度実績値よりは増えているが、Ｒ11 年度までの目標値との差が大き

いもの 

②Ｒ６年度実績値よりは減っている又はほぼ横ばいで、Ｒ11 年度までの目標

値との差が大きいが、今後実績が伸びる見込みが高いもの 

③Ｒ７年度は事業が中止・延期・縮小などとなったが、Ｒ８年度は事業を再

開・拡大し、今後実績が伸びる見込みが高いもの 

Ｄ 計画目標に向けて

進捗は遅れている 

①Ｒ６年度実績値よりは減っている又はほぼ横ばいで、Ｒ11 年度までの目標

値との差が大きく、今後実績の上昇があまり見込めないもの 

②Ｒ２～７年度の間に、事業が中止・延期・縮小などとなり、その後再開の

予定がないもの又は中止が決まっているもの 

 

２．令和８年度以降の方向性の判断基準 

内容 基準 

継続 ①Ｒ８年度以降も基本的に従来通りの方法で事業の継続を考えているもの 

見 直 し

継続 

①Ｒ８年度以降、事業の内容や手法は見直すが、事業目的の達成のために何らかの形で事業

の継続を考えているもの 

②感染症の影響等によりＲ２～７年度の事業の実施手法を見直したことなどをきっかけに、

Ｒ８年度以降も、見直した新たな手法を基本として事業の継続を考えているもの 

※令和２～７年度の間に事業の見直し（拡大・縮小も含む。）を行い、令和８年度以降も、

その見直した事業内容を継続していく場合は、「見直し継続」とすること。 

拡大 ①Ｒ８年度以降、対象者を拡大したり、目標値を大幅に上方修正して、事業を継続すること

が決まっているもの 

縮小 ①Ｒ８年度以降、対象者を縮小したり、目標値を大幅に下方修正して、事業を継続すること

が決まっているもの 

廃止 ①Ｒ８年度以降の事業の廃止が決まっているもの（Ｒ７年度までに廃止済の事業も含む） 

その他 ①廃止も含め、Ｒ８年度以降の事業の実施方法が未定のもの（今後の事業のあり方について、

現在検討中又は近いうちに検討を行うことが決まっているもの等） 

 
 



【報告事項８.参考資料】　①進捗状況調査シート（第２次生涯学習推進計画・令和７年度分）

平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

1
障がいのある方
への学習支援

公民館 1-1-③
障がいに応じた学級・講座、交流事業を実施すること
で、障がいのある方の余暇支援や社会参画を支援す
る。

障がいのある方を含む学級・講座、
交流事業を実施する。

障がいのある方を含む
事業への参加者数（人）

325 535 400 535 339 Ｂ

「きぼう青年学級」、「チャレンジドスポーツ」を実施した。
障がいの有無に関わらず参加できるよう事業を実施した。
令和６年度は記念事業を行ったため、例年より人数が増えているが、令
和７年度は例年の値に戻っている。

見直し継続

2
障がい者サービ
ス事業

図書館 1-1-③ 障がい者の読書環境の整備と図書館利用の促進。

図書館に来館が困難な市民への宅
配サービスを行う。また、活字資料
をそのままの形では利用できない市
民向けに録音資料・点字資料等の
製作・貸出や対面朗読も実施する。

宅配サービス及び障が
い者サービス資料来館
貸出の実施数（回）

359 354 370 354 307 Ｃ
宅配サービス及び障がい者向け資料の来館貸出の実施件数は、令和６
年度より減少したが、継続したサービスを行い、図書館に来館するのが
困難な利用者の要望に応じることができた。

継続

3 福祉教育の推進 指導課 1-1-③
子どもたちが、「地域に住む誰もが幸せに暮らしていくた
めには何が必要か」について考え、自らが進んで行動で
きるよう、福祉に関する理解を深める。

福祉に関する体験学習をとおして、
地域の実態に合った福祉教育を推
進する。

「保護者及び教員の教
育に関する意識調査」
で「児童生徒のボラン
ティア活動など地域に
貢献する学校づくりの
充実」に肯定的な回答
をした保護者の割合
（％）

63.1 73.8 70 73.8 － Ｂ

令和５年度～令和７年度まで、高洲中学校区が千葉県の福祉教育の指
定を受け、社会福祉協議会等との連携を深めた授業展開を進めた。
令和８年度からは、市の指定として継続していく。
また、コミュニティ・スクールの活用により、各校で特色のある取組が増
えてきている。
福祉教育では、「ふくし」を「普段のくらしを幸せにする」ための取り組み
として、まずは地域を知り、そこから地域の方と一緒に何かを行うことで
福祉の意識が醸成されていくものであることから、今後もコミュニティ・ス
クールを活用しながら福祉の視点で教育活動を行っていくことが必要で
ある。

継続

4
いちょう学級事
業

教育センター
※令和５年度
から所属名変
更

1-1-③

不登校児童生徒の居場所として、学習指導・生活指導・
集団適応指導等を保障することで、学校不適応児童生
徒の抱える問題を解消し、 学校復帰を支援する。社会的
自立に向けて支援する。

学校生活に関すること、心や身体の
ことなどを個々の状況に応じて児童
生徒、保護者、教育関係者に対し、
相談活動を通して支援する。また、
不登校やひきこもり傾向になった児
童生徒に対し、相談活動や学習指
導等、個々に応じたきめ細かな指
導・援助を行うとともに、小集団での
活動を通して、 ゆるやかな学校復帰
 を支援する。社会的自立に向けて支
援する。

いちょう学級を利用し
て、 学校復帰に向けた
行動の変容が見られる
ようになった児童生徒
（％）

－ 82 80 82 90 Ａ

不登校やひきこもり傾向にある児童生徒について、家庭や学校からの
相談に対し、個に応じたきめ細かな指導・援助を行うとともに、児童生徒
に対しては、小集団での活動を通して、人間関係の改善と自立心の確
立、情緒の安定を図り、個に応じた支援をし、社会的な自立を目指して
きた。
成果としては、学校に登校できるようになったケースだけではなく、い
ちょう学級での活動及び学習する時間が増えたり、訪問相談部門でか
かわっていた児童生徒がいちょう学級を利用したり、学習支援部門に通
えるようになったりするなど、136名がいちょう学級を利用し、行動の変
容（好転）がみられるようになった児童生徒は、123名だった。
いちょう学級では、学校復帰のみを目的としていないため、事業目的・
事業内容・成果指標を変更した。

継続

5

障がい者福祉推
進事業（音声パ
ソコン講習会の
開催）

障がい福祉課
※令和６年度
より、障がい
事業課から事
務を移管

1-1-③

視覚障がいのある方が、スマートフォンや画面読み上げ
ソフトを備えたパソコンを使用することにより、放送や通
信などから日常生活に必要な情報収集ができるようにな
る。

視覚障がいのある方を対象に、ス
マートフォンや音声パソコン等講習
会を開催

受講者数（人） 8 15 15 15 18 Ａ
令和７年度は、スマートフォン等のIT機器の操作方法や利用したい機能
等、受講者の希望に応じ、講師が個別指導を行った。
引き続き、利用者のニーズを踏まえながら、講習会を実施していく。

見直し継続

6

障がい者福祉推
進事業（講演会・
啓発イベント等
の開催）

障がい事業課 1-1-③
障がいの特性や障がいのある人への理解と関心を深め
る。

小中高校生、行政職員、教育関係
者、支援者、一般市民等に向けた講
演会や研修会、啓発イベントを実
施。

実施回数（回） 13 8 10 8 14 Ａ
市の新規採用職員、教育関係者、支援者、一般市民を対象とした障が
い分野に関する講演会や、障がい者週間を活用した啓発イベント、障が
い者の文化活動促進イベント等を実施した。

継続

7

障がい者福祉推
進事業（バリアフ
リーハンドブック
の配布）

障がい事業課 1-1-③
障がいの特性や障がいのある人への理解と関心を深め
る

啓発用の冊子として小中高校生を
中心に「こころのバリアフリーハンド
ブック」を配付

電子版（市ホームペー
ジ）閲覧数
 配布数（冊）

2,200 1,747 140 1,747 135 Ａ

令和６年度より検討していた電子版への移行を令和７年度にて移行完
了させ、電子データでの配布に移行し、実施している。
そのため冊子版の「こころのバリアフリーハンドブック」を各種イベントや
講演会等で配布しないことから、成果指標・目標値を変更した。

見直し継続

令和８年度
以降の方向性

NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 現状分析
令和６年度

実績値
事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値

令和７年度
実績値

進捗
状況
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平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

令和８年度
以降の方向性

NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 現状分析
令和６年度

実績値
事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値

令和７年度
実績値

進捗
状況

8 自立支援協議会 障がい事業課 1-1-③

障がいのある方等が自立した地域生活を営むことがで
きるよう、より一層の地域基盤の整備・推進が求められ
てる中で、さまざまな地域の課題等について整理し、解
決に向けた対応をしていくための協議の場とする

協議会本会に加え、部会運営委員
会及びテーマ別部会を開催

年間開催回数（協議内
容により開催回数に変
動有）（回）

26 22 22 22 19 Ａ
令和７年度は、部会運営委員会及びテーマ別部会を開催することで、よ
り深まった議論の展開を図った。
令和８年度も継続して実施の予定。

見直し継続

9
奉仕員養成研修
事業

障がい福祉課 1-1-③ 聴覚障がいのある方等との円滑な意思疎通を図る
聴覚障がいのある方等が円滑な意
思疎通を図ることができるよう、継続
して講座を開催する

受講修了者数　（奉仕
員/ き聞こえのサポー
ター）（人）

15/7 11/6 20/10 11/6 23/8 Ａ

「手話通訳者奉仕員養成講座」は、２年間かけて前期・後期の講座を実
施しているが、令和７年度は前期講座を開催し、25名が受講、23名が修
了した。
要約筆記者を養成する「聞こえのサポーター講座」は、令和７年度は、９
名が受講し、８名が修了した。
令和８年度は、引き続き講座の開催時間を夜間にする等、意思疎通支
援者のさらなる担い手の確保に向け検討し、実施していく。

見直し継続

10
リフト付き大型バ
ス貸出事業

障がい福祉課
※令和６年度
より、障がい
事業課から事
務を移管

1-1-③ 障がい児・者及び高齢者の社会参加を促進
福祉団体等に車いすのまま乗車で
きるリフト付き大型バス「スマイル
号」を貸出

延べ利用団体数（団体） 154 144 175 144 131 Ｃ
利用実績はほぼ横ばいとなっているため、障がい福祉団体へ利用案内
について周知し、引き続き、障がい児・者の社会参加を促進する。

継続

11
コミュニケーショ
ン支援事業意思
疎通支援事業

障がい福祉課 1-1-③
健聴者と聴覚障がい者等との意思疎通を図るため、手
話通訳者の窓口配置を行う。また手話通訳者及び要約
筆記者の派遣を行う。

意思の疎通が困難な聴覚障がい者
に対し、コミュニケーションの支援を
行う事業として、手話通訳者を障が
い福祉課の窓口に配置（週５日：月
～金の午前９時～午後５時）すると
もに、手話通訳者や要約筆記者の
派遣を行っている。

手話通訳者及び要約筆
記奉仕員の派遣回数
（回）

577 616
600
530

616 522 Ｂ

派遣回数は、令和６年度に比べ、94件減少した。
主な要因としては、令和６年度は障がい福祉課に常駐する設置手話通
訳者が例年より少ない２名であったため、その補助として手話通訳者を
派遣していたが、令和７年度から設置手話通訳者が３名となり、補助と
して派遣していた手話通訳者の派遣回数が139件減少したことが挙げら
れる。
各課が主催するイベント等への意思疎通支援者の派遣について周知啓
発しているが、設置手話通訳者が３名となったことや、文字起こしアプリ
ケーション、電話リレーサービスの普及など、聴覚障がい者にとって意
思疎通を図るための新たな手段が増えていることから、目標値を変更し
た。

継続

12
音楽ホール管理
運営事業

生涯学習課

4-2-④
4-2-①
4-2-②
4-3-①

市民の文化芸術を支援するため、音楽ホールの管理及
び運営を図る。

指定管理者制度を活用し、市民に
質の高い音楽を鑑賞する機会を提
供するとともに、日ごろの練習や練
習の成果を発表できる場を提供す
る。

利用者数（人） 87,179 93,681 100,000 93,681 105,391 Ａ

令和７年度の利用者数は、ホールを中心に利用が増加したことなどによ
り、令和６年度と比較して11,710人増加した。
令和８年度以降についても、音楽ホール主催事業により多くの市民が文
化芸術に触れる機会をより多く提供していく。

継続

13
市民プラザ管理
運営事業

生涯学習課

4-2-④
4-2-①
4-2-②
4-3-①

市民の文化芸術を支援するため、市民プラザの管理及
び運営を図る。

指定管理者制度を活用し、市民に
文化芸術に触れる機会を提供する
とともに、市民の文化芸術活動とな
る場を提供する。

利用者数（人） 127,904 101,073 140,000 101,073 117,154 Ｂ

令和７年度の利用者数は、期日前投票所として利用されたことなどによ
り、令和６年度と比較して16,081人増加した。
令和８年度以降についても、市民プラザ自主事業により多くの市民が文
化芸術に触れる機会をより多く提供していく。

継続

14
文化会館管理運
営事業

生涯学習課

4-2-④
4-2-①
4-2-②
4-3-①

市民の文化芸術を支援するため、文化会館の管理及び
運営を図る。

指定管理者制度を活用し、市民に
文化芸術に触れる機会を提供する
とともに、市民の文化芸術活動とな
る場を提供する。

利用者数（人） 206,461 190,494 220,000 190,494 171,828 Ｃ

令和７年度の利用者数は、工事に伴い大小ホールを１か月間休館した
ことなどにより、令和６年度と比較して18,666人減少した。
令和８年度以降についても、文化会館自主事業により多くの市民が文
化芸術に触れる機会をより多く提供していく。

継続

14-2

浦安アートプロ
ジェクト事業
【令和４年度から
開始】

生涯学習課
4-2-④
4-2-①
4-2-②

市民や東京藝術大学と連携し、アートによる新たな価値
の創出やまちの魅力の向上、地域や社会の課題解決の
きっかけづくりを行う。

市の魅力向上や課題を市民と共有
化する機会となるプログラムやシン
ポジウム等を実施していく。

延べ参加者・来場者数
（人）

－ 15,175 5,000 15,175 19,275 Ａ

令和７年度は、東京藝術大学の准教授によるプログラムの他に、子ども
たちを対象とした企画公募による、URAKKOLABを実施した。
また、成果展示は新浦安駅周辺を舞台に、大規模に展開し目標を上回
る結果となった。
令和８年度も引き続きワークショップや展示、トークイベントを行い、多く
の市民が参加アートを通じて課題を認識する機会を提供していく。

継続
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平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

令和８年度
以降の方向性

NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 現状分析
令和６年度

実績値
事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値

令和７年度
実績値

進捗
状況

15
生涯学習情報紙
の発行

生涯学習課 1-2-①
市民の学習機会の充実を図るため、「うらやすまるごとこ
ども広場」のイベント内容をとりまとめて掲載した「このゆ
びとまれ」を発行する。

子どもたちの体験活動へのサポート
となるこども情報紙「このゆびとま
れ」を発行し、園児・児童・生徒を通
じて各家庭に配布するとともに、社
会教育施設等を通じて市民に配布
する。
また、まなびねっとURAYASUや市
ホームページにてweb配信する。

発行部数（部） 65,000 未実施 15,000 未実施 13,734 Ｂ

令和７年度については、県民の日（６月15日）前後に行う「うらやすまる
ごとこども広場」の周知を行うため特別号を発行した。
配布方法については、市ホームページ・まなびねっとURAYASUでの配
信に加え、市立小中学校、市立幼稚園・認定こども園・保育園の保護者
に対しキッズビューによる配信を行った。
また、市内私立幼稚園、私立認可保育園の在園児に対し各園を通じ紙
面で配布したほか、生涯学習課及び各事業実施施設の窓口に配架し
た。

見直し継続

16
生涯学習情報提
供システム運営
事業

生涯学習課
1-2-①
4-2-①

市民がいつもでもどこでも学習活動につながる情報を入
手できる環境を整備する。

公民館主催事業など生涯学習関連
の講座・イベントに関する情報や公
民館などで活動している団体や講師
に関する情報を収集し、「まなびねっ
とURAYASU」において発信する。

生涯学習情報提供シス
テムへのアクセス数
（件）

7,994 37,044 18,000 37,044 45,619 Ａ

令和７年度においては、令和５年度にシステムの更新を行い、スマート
フォンやタブレットで閲覧することを可能としたことから、継続してアクセ
ス数の増加につなげることができた。
今後も、引き続き、社会教育施設の情報や講座・イベント等の情報など
を効果的に発信していく。

継続

17
学習情報提供事
業

公民館 1-2-①
インターネット等の媒体を通し、市民一人ひとりが個人の
目的にあった学習に取り組めるよう学習情報を提供す
る。

市民の多様な学習ニーズに応えら
れるよう、生涯学習情報システムを
活用した学習情報の提供や講座申
込みの環境を整備する。

生涯学習情報システム
での申込講座数

－ 183
180
130

183 134 Ａ

公民館情報紙「ルネサンス」や生涯学習情報システムに加え、公式Xを
活用し情報発信を行った。
主催事業を各館での開催から合同事業として実施したことや募集方法
を半期ごとから年間を通じてに変更したため、事業数が減少したことか
ら、現状に合わせて目標値を変更した。

継続

18

電子資料提供
サービス事業
【令和５年度廃
止】

図書館 1-2-①
多様な活用が可能な電子書籍等の電子資料を図書館
に導入し、読書や調査研究の利便性向上を通して市民
の課題解決に資することを目的とした事業である。

平成27年度に公開を開始した震災
アーカイブの利活用を促進する。地
域資料や行政資料、また歴史的に
貴重な資料などの収集、保存、活用
方法の一つとして、電子資料に関す
る研究を進めるとともに、資料提供
のあり方について検討する。

震災アーカイブページ
ビュー数

－ － － － － － － 廃止（終了）

19
レファレンスサー
ビス事業

図書館
1-2-①
2-1-②

資料や情報を求める図書館利用者に対して、職員が図
書館の資料等に基づき、その調査活動を援助し、情報
源及び調査方法又は回答等を案内ないし提供する。

来館又はＥレファレンス（メール）で
受付した調査依頼等に対し、図書館
資料や、データベース等を活用し、
調査回答又は資料の案内サービス
を実施する。

実施数（件） 107,232 89,372 90,000 89,372 83,899 Ｃ
市民の情報ニーズが年々多様化・高度化しているなかで、来館だけで
はなく電話やインターネットからの問い合わせにも対応し、多様な調査・
研究活動や、地域の課題解決等に必要な支援を行った。

継続

20
図書館情報サー
ビスの充実

図書館 1-2-①

有料データベースの導入や各種情報源、検索手段等の
整備によって、より効率的かつ迅速に利用者へ資料又
は情報の提供を行う。
また、「図書館利用講座」を充実させ、市民が目的に応じ
た図書館の利用や、情報検索を行えるよう市民の情報リ
テラシーの向上を図る。

有料データベースや各種情報源、検
索手段により、利用者へ資料又は
情報の提供を行う。
市民が情報検索を行う助けとなるよ
う「図書館利用講座」を実施する。

事業参加者数（人） 10 21 10 21 40 Ａ

有料データベースや各種レファレンス資料等を活用し、市民の生活や仕
事に役立つ資料や情報の提供を行った。
定期的に開催している「図書館利用講座」においては、開催方法を工夫
することにより、令和６年度を上回る参加があり、市民の情報リテラシー
の向上と図書館利用の促進を図ることができた。

継続

21
教育情報紙配信
事業

教育政策課 1-2-①

教育に関わる市の基本方針や施策、施策に基づく基本
的な取組等の教育情報を掲載した教育情報紙を発行
し、市内の学校・園を通じて、広く子育て世代の保護者
に配布することで、幼児期の教育・学校教育及び生涯学
習に対する関心を高め、家庭の教育の活性化を図る。

教育に関わる市の基本方針や施
策、施策に基づく基本的な取組等の
教育情報を掲載した教育情報紙を
発行する。

保護者アンケートで「紙
面は読みやすい（親し
みやすい）」と回答した
割合

92.2% 81.8% 現状維持 81.8% 未実施 Ｃ

令和７年度より、市ホームページ「学校情報局」を開設し、市・学校の取
組についての情報発信を開始したことに伴い、教育情報紙の発行は第
55号（４月発行）のみとなった。
また、令和７年度実績に係る保護者アンケートは６月に実施するが、設
問内容は市の教育情報発信全体に関するものとし、年１回発行となった
教育情報紙に特化した質問は行わない予定である。
令和８年度以降についても、保護者アンケート結果を踏まえて、情報発
信の在り方については検討を継続する。

見直し継続
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21
教育情報紙配信
事業

教育政策課 1-2-①

教育に関わる市の基本方針や施策、施策に基づく基本
的な取組等の教育情報を掲載した教育情報紙を発行
し、市内の学校・園を通じて、広く子育て世代の保護者
に配布することで、幼児期の教育・学校教育及び生涯学
習に対する関心を高め、家庭の教育の活性化を図る。

教育に関わる市の基本方針や施
策、施策に基づく基本的な取組等の
教育情報を掲載した教育情報紙 誌
を発行する。

保護者アンケートで「学
校教育・生涯学習の取
り組みについて理解で
きた」と回答した割合

学校　90.5％
生涯　87.5％

学校　85.1％
生涯　82.5％

90％以上

学校
85.1％
生涯

82.5％

未実施 Ｃ

令和７年度より、市ホームページ「学校情報局」を開設し、市・学校の取
組についての情報発信を開始したことに伴い、教育情報紙の発行は第
55号（４月発行）のみとなった。
また、令和７年度実績に係る保護者アンケートは６月に実施するが、設
問内容は市の教育情報発信全体に関するものとし、年１回発行となった
教育情報紙に特化した質問は行わない予定である。
令和８年度以降についても、保護者アンケート結果を踏まえて、情報発
信の在り方については検討を継続する。

見直し継続

22
市民活動セン
ター運営事業

市民参加推進
課

1-2-①
1-2-②
2-1-①
2-2-①
2-2-②
3-1-①
3-2-①

ボランティア活動や特定非営利活動など不特定かつ多
数のものの利益の増進に寄与することを目的とした、市
民が行う営利を目的としない自由な社会貢献活動を支
援する。

市民活動団体を支援する中間支援
組織として設置している市民活動セ
ンターの機能やホームページの充
実を図り、市民活動団体やこれから
市民活動を始めようと考えている方
の支援を行うとともに、市民活動を
実際に体験できる企画や団体同士
の交流・連携を図る機会を設ける。

市民活動センター来館
者数（人）

－ 5,438 6,500 5,438 3,946 Ｃ

令和７年度の実績値は3,946人となり、令和６年度の5,438人より1,492人
減少となった。
要因として、オンライン会議の定着やホームページ等の情報発信充実
により拠点の利用機会が減少したほか、高齢者の就労拡大に伴い地域
活動に割ける時間が減少していることが考えられる。

継続

23 学習相談事業 公民館 1-2-②
市民一人ひとりが学習や地域での活動に取り組めるよ
う、公民館が相談窓口として学習情報を提供する。

公民館窓口等で、市民の学習ニー
ズに応じた情報提供を行うことで、
学習活動を支援する。

－ － － － － － Ｂ サークルガイドブック等を施設内に設置し、情報提供に努めた。 継続

24 青少年相談事業
青少年セン
ター

1-2-②
原則として、市内在住の小学校始期から２０歳未満の青
少年を対象に、青少年を取り巻く多岐にわたる問題に対
して、青少年センター相談員が相談業務を行っている。

専門の相談員が、青少年の問題行
動や学校・家庭職場等での悩み事
について、本人・保護者・家族等か
ら相談（電話・来所・メール）を受け、
問題解決に向けて適切な助言や支
援、必要に応じて専門機関の紹介
等を行う。

延べ相談回数（回） 243 58 95 58 46 Ｃ

相談ケース数は、令和６年度の24件に対し、令和７年度は23件とほぼ
変わらない結果となったが、相談回数は令和６年度の延べ58回に対し、
令和７年度は46回と12回減少に転じている。
相談内容に応じて他の専門機関と連携しているが、令和７年度は青少
年相談内で解決するケースが多く、「他部署への相談」が、令和６年度
の12回から令和７年度４回と８回減少し、これが主な要因となり相談回
数が減少している。

継続

25 いじめ対策事業 指導課 1-2-②
児童生徒のいじめの予防とその防止及びいじめ問題の
早期解消を図るため相談事業を展開する。

いじめ相談専用ダイヤル「いじめ１１
０番」の設置と相談者がより利用し
やすいように、いつでも相談できる、
「いじめメール相談」の開設。

いじめ解消率（％） － 81 100 81 84 Ｂ

令和７年度は「いじめ１１０番」への相談が８件、「いじめ教えてメール相
談」への相談が15件となり、前年度より相談件数が増加した。
内容に応じて学校と連携し、いじめの早期発見及び解消の一助となって
いる。
定期的に広報うらやすへの掲載、学校だより、通知文等により、市立小
中学校の全児童生徒、保護者及び地域に対して、いじめ110番やいじめ
教えてメール相談を含めたいじめ相談窓口の周知を行ったことも相談件
数の増加につながった。

継続

26 教育相談事業 指導課 1-2-②
児童生徒が健やかな学校生活を送れるよう、精神的な
悩みの発見や相談に対応し、支援する。

「スクールライフカウンセラー」を全
小中学校に各１名配置し、児童生徒
の精神的な悩みの発見、相談や解
消に向けての援助、予防等を行い、
学校生活を支援するとともに、保護
者、教職員への援助を行う。

－ － － － － － Ａ

令和７年度の相談実人数は、児童生徒972人（児童766人・生徒206人、
そのうち保護者も相談したケースの人数は220人）、保護者のみの相談
は164人であり、合計1,136人の児童生徒のケースに対応した。
また、浦安市における「子どもの相談」を充実させていくため、公認心理
師資格を保有するスクールライフカウンセラーを学校外の地域施設に派
遣し相談を受ける「地域こども相談」を行った。
令和７年度の相談件数は18件だった。
今後も、こども家庭支援センター等、地域や関係機関との連携や、専門
性を生かした心理的支援を行っていく。

見直し継続

27
訪問相談員派遣
事業

教育センター
※令和５年度
から所属名変
更

1-2-②
いちょう学級内の訪問相談員により、引きこもり傾向など
の不登校児童生徒を対象として訪問相談を実施し改善
を図る。

訪問相談員が、市内の不登校傾
向、引きこもり傾向の児童生徒及び
保護者を対象として、主に学校不適
応に関する内容について、直接家
庭等を訪問して相談活動や学習指
導等、個々に応じたきめ細かな指
導・援助を行う。

訪問支援を利用して、
 学校復帰に向けた行動
の変容が見られるよう
になった児童生徒（％）

－ 86 80 86 88 Ａ

不登校やひきこもり傾向にある児童生徒について、家庭や学校からの
相談に対し訪問相談員が直接、家庭を訪問し、個に応じたきめ細かな
指導・援助を行っている。
成果としては、学校に登校できるようになったケースだけではなく、い
ちょう学級での活動及び学習する時間が増えたり、訪問相談部門でか
かわっていた児童生徒がいちょう学級を利用したり、学習支援部門に通
えるようになったりするなど、33名が訪問相談を利用し、行動の変容（好
転）がみられるようになった児童生徒は、29名だった。

継続
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28
まなびサポート
事業の推進

教育センター
※令和５年度
から所属名変
更

1-2-②

特別な支援を必要とする子どもたちが、持てる力を高
め、生活や学習上の困難を改善又は克服し、より豊かな
園・学校生活を実現することができるよう、一人一人の
教育的ニーズを的確に把握し、環境を整え、指導及び支
援を行う。

・特別な教育的支援を必要とする子
どもの就学相談を行う。
・園・学校における行動観察及び保
護者や学校への継続した支援を行
う。
・特別支援教育への理解啓発及び
研修会を実施する。

個別の教育支援計画と
個別の指導計画の作成
率（％）

96 92 93 92 91 Ｂ

特別支援学級設置校、通級指導教室の学級数や巡回校の増加に伴
い、市全体として個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成者数は
年々増加している。
なお、特別支援学級、通級指導教室に在籍している児童生徒の作成率
は100％だが、通常の学級に在籍している児童生徒の率は88％となって
いる。
その理由として、通常の学級に在籍している児童生徒に対して、学校側
は何らかの支援が必要と捉えているが、一定数の保護者からは同意が
得られないケースがある為だと考えられる。

継続

30
青少年相談員事
業

青少年課 1-2-②

青少年と真に一体となり、共に喜び、共に語り、青少年
の相談相手になる青少年相談員を設置し、その地域に
あって市と緊密なる連携を保持しつつ健全育成活動の
積極的な推進を図っている。

青少年健全育成の地域の担い手と
して、少年親善スポーツ大会やキャ
ンプなどの野外活動をはじめ、地域
の健全育成活動を行っている。

延べ参加者数（人） 1,418 1,614 1,600 1,614 1,338 Ｂ
令和７年度は、青少年が参加する主催事業を７回行った。
令和８年度においても青少年と真に一体となれるよう健全育成活動を
図っていく。

継続

31
児童家庭相談事
業

こども家庭支
援センター

1-2-②
家庭児童相談室にて、虐待をはじめとする児童家庭相
談に応じ、支援を実施する。

虐待通告のあった家庭の調査、相
談の受付、保護者や児童との面接、
社会資源の案内、児童虐待防止啓
発などを実施し、家庭内に生じてい
る問題の解決を家庭と共に考える。

相談対応件数 372 1,094 950 1,094 1,268 Ａ

子どもに関するさまざまな課題を抱える家庭の相談に応じることで、児
童虐待の防止や養育環境の改善につながっている。
相談対応件数は増加傾向にあり、相談窓口の周知や関係機関の連携
強化によるものと考えられる。

継続

32 健康相談事業 健康増進課 1-2-②
個々の健康問題について、助言・指導を行うことにより、
健康管理に役立てる。

定期で実施している「健康チェック」
は、保健師による健康相談・血圧測
定・尿検査（希望者のみ）・身体計測
および栄養士による栄養相談を行
う。また、電話や面接、出前講座等
においても健康相談を実施してい
る。

健康相談の対応件数
（人） 1,912 1,425 1,300 1,425 1,570 Ａ

世界骨粗しょう症デーに合わせ、広報に地域健康づくり事業（骨の健康
チェック）の周知をしたところ、参加者数が増加した。
また、包括協定を結んでいる明治安田生命と協力し、イベントにて健康
に関するブースを出店した。
健康無関心層をターゲットにした健康相談を通して、生活習慣病予防の
普及啓発等を行うことができた。

見直し継続

33
浦安市青少年自
立支援未来塾

生涯学習課 3-2-①
地域住民の協力を得て、中学生に対して、学習習慣の
確立や基礎的な学力を身につけさせるなど、学力の向
上を図ることを目的に実施している。

全中学校を対象に、放課後に公民
館等において主に個人学習ができ
る機会を設けている。また、地域の
方や大学が生徒の学習支援を行っ
ている。

生徒の参加率（％） － 61.9 70 61.9 67.2 Ａ

令和７年度の未来塾については、令和６年度に引き続き、年間で306回
（９教室×２教科×英語・数学各17回）実施した。
参加率の向上のためには、支援の仕方も重要になってくるため、令和６
年度以降、支援員に対して、未来塾の目的や支援の方法に関するマ
ニュアル等を使い、支援員会議等を通じて理解の徹底を図ることを継続
した。
今後も、未来塾の最終日まで一人でも多くの生徒が参加し続けられる場
になるよう取り組んでいく。

継続

33

浦安市青少年自
立支援未来塾
【令和４年度廃
止（成果指標廃
止）】

生涯学習課 3-2-①
地域住民の協力を得て、中学生に対して、学習習慣の
確立や基礎的な学力を身につけさせるなど、学力の向
上を図ることを目的に実施している。

全中学校を対象に、放課後に公民
館等において主に個人学習ができ
る機会を設けている。また、地域の
方や大学が生徒の学習支援を行っ
ている。

【成果指標廃止】
未来塾の教室数/実施
回数（教室/回）

－ － － － － － － 廃止（成果指標廃止）

34
青少年補導員に
よる街頭補導活
動等の推進

青少年セン
ター

3-2-①

青少年の非行防止や健全育成、事故防止を目的とし
て、市内小・中・高校の教員・ＰＴＡ会員などで構成される
青少年補導員が中心となって行うパトロールによる街頭
補導活動で、地域ぐるみの子ども達を見守る活動を推進
する。

 午前・午後・薄暮・夜間の４つの時間
 帯児童生徒の下校時間帯や夜間の
帰宅指導時間帯に市内全域を対象
に行う中央パトロール、中学校区ご
とに地域の実情に合わせて行う地
区パトロール、県下一斉合同パト
ロールや花火大会等の市の行事の
際に行う特別パトロール、不審者の
出没や青少年の関わる事件等が
あった場合に行う臨時パトロール、
児童・生徒の下校時に行う職員パト
ロールを実施する。

参加者数（人） 1,777 816 1,000 816 1,004 Ａ

「パトロール延べ参加者数」については、現在、委嘱している104名の青
少年補導員のうち、有志者及びPTAの補導員が延べ765名、教員の補
導員が33名、青少年センター職員が140名、民生委員など関係機関か
らの選出補導員や補導員ではない教員の参加者数を含むその他66名
を含め合計1,004名となっている。
なお、令和６年度との比較では188名の増となっており、増加の要因とし
ては、令和７年度の地区パトロールの活動計画が見直されたことによ
り、「パトロール実施回数」が増加したことから延べ参加者数も増加に転
じたものである。

継続
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平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

令和８年度
以降の方向性

NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 現状分析
令和６年度

実績値
事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値

令和７年度
実績値

進捗
状況

35
学校連携事業の
推進

公民館
3-2-①
3-1-①

学校と連携し、地域で子どもを育てる環境を充実させる
ことで、地域の教育力の向上を図る。また、市民の学習
成果を生かす場所として学校との連携を図る。

各公民館が地域の学校と連携し、
事業を実施する。

学校連携事業数（文化
祭での作品展示、吹奏
楽演奏を除く）

9 14 15 14 17 Ａ
各公民館のオープンスペースを活用した絵画展や書初め展を実施し、
小中学校や幼稚園等での学習の成果を公民館利用者や地域住民に発
表することができた。

継続

36
地域とともに歩
む学校づくり推
進事業

生涯学習課
※令和６年度
より、教育政
策課から事務
を移管

3-2-①
3-1-②

中学校区を中心とした地域学校協働本部を整備し、学
校支援ボランティア活動の充実など、学校支援コーディ
ネーターを中心とした学校と地域との協働体制づくりを
推進する。

地域と学校の連携をより一層促進
するため、学校支援コーディネー
ターの各学校への配置を継続すると
ともに、コーディネーターの資質の
向上とネットワークづくりを目的とし
た研修会や交流会を開催する。

学校支援ボランティア活
動に参加した延べ人数
（人）

26,926 20,682 28,000 20,682 21,198 Ｂ

各学校における教育活動は着実に充実してきている。
令和６年度より、全校に導入したコミュニティ・スクールが３年目を迎え、
仕組みとしての整備から、実質的な連携・協働の充実へと段階が進んで
いる。
学校支援コーディネーターの役割は、学校と地域をつなぐ「調整役」にと
どまらず、地域の力を教育活動に活かす「推進役」として、ますます重要
になっている。
定期的な研修会により、各学校における取組の充実や、コーディネー
ター同士の情報共有・連携の深化につながり、より実効性のある学校支
援体制の構築につながっている。

継続

37

ふるさとふれあ
い教育活動推進
事業
【令和３年度廃
止】

指導課
3-2-①
1-1-①

次世代を担う子どもたちが、豊かな人間性と自らを高め
る知力、体力を身につけられるよう、学校と保護者、地
域が協働し、特色ある教育に取り組む。

各部門において、学校と保護者、地
域が協働し、特色ある教育に取り組
む。
（１）学級数に応じた活動部門
  ①学校・地域連携推進事業②多様
な体験学習推進事業③学力向上推
進事業④文化・芸術・スポーツ推進
事業
（２）研究指定等特色ある学校づくり
部門
  ①教科等研究指定校推進事業②
幼・保・小・中連携教育推進事業

活用している園・校 － － － － － － － 廃止

37-2

地域とつながる
教育活動推進事
業
【令和４年度から
開始】

指導課 3-2-①

浦安市学校教育推進計画に定める４つの観点からなる
「目指す子ども像」の実現に向けて、学校(園)と地域の協
働による「地域とともに子どもを育てる学校づくり」「一人
ひとりの個性が輝く学校づくり」「地域に信頼され、開か
れた学校づくり」を推進する事業を実施する。

地域と学校(園)の協働による事業
（１）地域とともに子どもを育てる校
(園)づくり
（２）一人ひとりの個性が輝く学校
(園)づくり
（３）地域に信頼され、開かれた校
(園)づくり

－ － － － － － Ｂ

地域の方が体験活動等に参加することで、地域の方が学校を身近に感
じることができ、また、園児や児童生徒が地域の方と関わることで社会
性が培うことができる取り組みができている。
今後もより活動を広げて地域全体で子どもを育む一助としたい。
また、コミュニティ・スクールとの連携も期待できる。

継続

38
子ども読書活動
推進事業

指導課・図書
館

3-2-①
1-1-①

家庭、地域、学校、市立図書館の連携を推進し、子ども
が読書に親しむ機会の提供や、読書環境の整備と読書
への理解や関心を高める。

浦安市子ども読書活動推進計画
（第三次）に基づき、学校、園、市立
図書館との読書支援等の連携を図
り、司書によるブックトーク・ストー
リーテリングなどをとおして、豊かな
読書活動を推進する。学校において
は、学校図書館の利用指導を充実
させる。

児童生徒一人の年間貸
し出し冊数（冊）

50.3
59.6
44.1

55 44.1 42.9 Ｃ

令和７年度は、小学校でメディアセンターの工事が入り、学校図書館の
利用時間が減っていることで、児童生徒一人の年間貸し出し冊数が
減ったことが考えられる。
今後は、メディアセンターとしての機能を生かしつつ、学校図書館の利
用時間を増やし、貸し出し冊数を増やしていく必要がある。
市立図書館の司書によるブックトーク・ストーリーテリング・よみきかせな
どは、合計で624回、12,124人に対して実施し、子どもの読書活動の支
援を行うことができた。

継続

40

世界一行きたい
科学広場in浦安
【令和３年度廃
止】

生涯学習課 3-2-②

行政や大学、企業や地域住人などの人々の連携にり、
ものづくりの楽しさや科学・自然現象の不思議さを体験
できる場を提供することで、次世代を担う子どもたちが健
全に育成する。

東海大学付属浦安高等学校を舞台
として、科学に関するブースを設置
するとともに、サイエンスショーなど
科学を身近に体験できる機会を設
ける。

参加者数（人） － － － － － － － 廃止

40

世界一行きたい
科学広場in浦安
【令和３年度廃
止】

生涯学習課 3-2-②

行政や大学、企業や地域住人などの人々の連携にり、
ものづくりの楽しさや科学・自然現象の不思議さを体験
できる場を提供することで、次世代を担う子どもたちが健
全に育成する。

東海大学付属浦安高等学校を舞台
として、科学に関するブースを設置
するとともに、サイエンスショーなど
科学を身近に体験できる機会を設
ける。

参加団体数（団体） － － － － － － － 廃止
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41
地域連携事業の
推進

公民館 3-2-②
市内の大学やNPO、民間事業者など、地域の多様な主
体と連携した事業を実施することで、市民の学習環境の
充実を図る。

市内の大学・NPO・民間事業者など
と連携した事業を実施する。

地域連携事業数 15 22 20 22 21 Ａ
包括連携協定を締結している市内の３大学と連携し、「こどもクエスト」
事業を実施するとともに、各公民館で地域の団体（NPO法人や市民
サークル等）と連携した事業を実施した。

継続

42
明海大学図書館
市民開放事業

図書館 3-2-②

明海大学浦安キャンパスメディアセンター（図書館）が浦
安市民に開放され、ほぼ学生に準じた利用が可能であ
る。
市民の学習における選択の自由をより拡大し、生涯学
習活動を支援していくため、市立図書館と大学図書館と
の連携を強化し、図書館資料の相互貸借などの協力を
進める。

明海大浦安キャンパスメディアセン
ターの市民開放に対し、資料貸出等
の援助を行う。

明海大学浦安キャンパ
スメディアセンター（図
書館）への入館者数
（人）

3,964 2,423 3,000 2,423 3,184 Ａ

明海大学との連携事業により、同大学浦安キャンパスメディアセンター
の市民開放は継続して実施され、市立図書館からの資料の貸出しも継
続して行った。
これにより市民の多様な生涯学習活動の支援を行うことができた。
令和７年度は、前年度と比較して個室利用やPC利用などが増加したこ
とから、入館者数が増加となった。

継続

43
創業支援セミ
ナー

図書館・商工
観光課

3-2-②

市内在住・在勤・在学の方や市内での創業を希望する
方、現在創業中の方を対象に「経営知識を習得するた
めのセミナー」を浦安商工会議所が主催、商工観光課・
中央図書館が協力しセミナーを開催する。

市内在住・在勤・在学の方や市内で
の創業を希望する方などを対象に、
前期後期計2回のセミナーを開催
し、経営の基礎や事業計画立案の
基礎、開業届・許認可の取得、会社
設立の概要を学ぶ。また、創業にあ
たっての体験談を聞く機会も設けて
いる。
本セミナーに参加することにより、経
営、財務、人材育成、販売方法など
の基本的な知識を身につけることが
できる。

創業支援セミナー修了
者数（人）

62 58 60 58 53 Ａ

令和７年度についてはセミナーを年２回開催した。
１回目・２回目ともに各回30名の定員で開催し、１回目28名、２回目25名
の受講者がカリキュラムを修了した。
いずれのセミナーもほぼ定員に達し、創業への入り口として、需要は高
いものと考える。
受講者には、図書館が作成したセミナー内容に即したパスファインダー
（調べ方案内）の配布、図書館の利用方法やレファレンスサービスのPR
を行って図書館利用を促進し、創業に必要な支援を行った。
今後も商工会議所と連携し取り組んでいく。

見直し継続

44

コミュニティ・ス
クール設置準備
事業
【令和６年度廃
止（終了）】

学務課
※令和６年度
より、教育政
策課から事務
を移管

3-2-②

子どもや学校の抱える課題の解決や未来を担う子ども
たちの豊かな成長のため、学校と地域の人々が目標や
ビジョンを共有し、子どもたちを育むコミュニティ・スクー
ルについての本市のあり方を検討する。

コミュニティ・スクールの導入に向
け、「コミュニティ・スクールのあり方
検討委員会」を設置し、本市におけ
るコミュニティ・スクールのあり方を
検討する。

コミュニティ・スクールの
あり方検討委員会を設
置し、本市のあり方を検
討する。

－

検討結果を基に
コミュニティ・ス
クールの導入を
推進する。

－ － － － － 廃止（終了）

44-2

コミュニティ・ス
クール推進事業
【令和７年度から
開始】

学務課 3-2-②
子どもや学校が抱える課題の解決や未来を担う子ども
たちの豊かな成長のために、学校と地域の人々が目標
やビジョンを共有し、子どもたちを育むコミュニティ・ス
クールにおいて、学校と地域の連携を推進する。

地域との組織的な連携・協働体制を
確立し、学校運営や地域の課題解
決に取り組み、実効性のある教育活
動を展開する。

コミュニティ・スクールの
実施回数を各校年間4
回実施する。（市内全
104回）

－ － 104 － 103 Ａ

令和７年度も継続して協議会において学校と地域の課題を熟議し、地域
学校協働活動の実践も行われている。
前年度の成果と課題を精査し、実効性のある教育活動の展開のため、
学校と地域との協働体制づくりを推進している。
学校地域連携運営協議会　年間、各小中学校４回程度
委員　小学校165名、中学校81名　計246名

継続

45
大学・企業との
包括連携協定

官民連携推進
課
※令和４年度
より、市民参
加推進課から
事務を移管

3-2-②

浦安市と大学・企業が相互に緊密に連携することによ
り、双方の資源を有効に活用した連携事業を推進し、浦
安市内の一層の活性化と市民サービスの向上に資する
ことを目的としている。

協定先との連携事業に関する調査
を行い、既存事業の情報共有を図
るとともに、新規の要望については
双方でどのように連携して事業を実
施できるかを協議する。

－ － － － － － Ａ

令和７年度は新たに日本生命保険相互会社と包括連携協定を締結し、
令和７年度末時点において、７大学８企業と包括連携協定を締結してい
る。
庁内研修において包括連携協定先との取組事例の紹介を行うなど、連
携事業の推進に取り組んでいる。
令和４年度に設置した市と市内３大学からなる連携協議会において、
市・市内大学の共通する地域課題の解決や人材育成に係る取り組みを
進めている。

継続

46
生涯学習まちづ
くり出前講座

生涯学習課
3-3-①
1-1-④

行政情報等を積極的に提供することで市政への理解を
深めるとともに、これからの浦安のまちづくりについて共
に考えてもらう。

市民の生涯学習の機会として市政
への理解を深めまちづくりを進めて
いくため、市職員を派遣し、行政情
報を提供する。

実施回数（回） 24 50 50 50 51 Ａ

令和７年度は、51回実施し、目標値を上回った。
受講者数は9,606人で、多くの市民に、市の行政や生活に係る情報を提
供することができた。
今後も、引き続き、行政情報を提供していく。

継続
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47
生涯学習推進体
制の充実

生涯学習課 3-3-①
市民の生涯学習活動の推進を図るため、全庁的に生涯
学習を推進するための体制を充実させる。

全庁的に関連する内容等におい
て、関係部署同士が連携を図った事
業運営を進めていく。また、生涯学
習部内に検討会等を設置し、生涯
学習の推進を図っていく。

関連部署同士で連携し
て行っている事業数
（生涯学習推進計画の
施策事業）

2 0 7 0 1 Ｃ

毎年、千葉県民の日に、子どもや親子が参加できるイベントを市内の各
生涯学習施設等で行う「うらやすまるごとこども広場」を開催している。
令和７年度も公民館、図書館、郷土博物館、青少年館等の施設と連携
の上、開催した。
その他の事業においても、関連部署同士が必要に応じて、随時、調整・
協力しながら事業を進めており、今後も全庁的に積極的な連携に努め
ていく。

継続

48
ブックスタート事
業

図書館
3-3-①
1-1-①

乳幼児とその親に対し、絵本の楽しさ、大切さを伝える。

市民課、図書館、母子保健課の３課
連携事業として、市民課窓口で出生
届け受理に際し、絵本を配付する。
母子保健課の母子保健推進員が講
座の案内を行い、図書館がブックス
タート絵本講座を開催する。

参加者数（人） 862 355 360 355 359 Ａ

ブックスタート絵本講座の参加者数はほぼ目標を達成することができ
た。
令和７年度も講座を毎月実施し、参加者の図書館利用を促進すること
ができた。

継続

49
自治会集会所の
活用

地域振興課 3-3-①
地域コミュニティの場である自治会集会所を学習機会を
含む多様な活動の場として有効活用を図る。

各自治会の活動拠点として自治会
集会所の整備を行い、研修、集会等
多様な場として活用している。

自治会集会所の年間平
均利用件数

144 109 － 109 141 Ｃ

より多くの市民が自主的・自発的に地域活動に参加できるよう情報提供
の充実や、地域コミュニティへの理解と関心を高める周知・啓発に取り
組んでおり、併せて、自治会集会所が地域課題の解決、地域コミュニ
ティを活性化する活動を行うための場所となるよう、既存施設との連携
や施設の建替え等を行い、有効活用の促進に繋がるよう努めている。

継続

50
乳幼児・親子対
象事業

公民館 1-1-①
親子プログラムなどの事業を通して、乳幼児を健やかに
育むことができる機会を提供する。

乳幼児の健やかな成長を育む事業
や親の育児支援となる親子事業を
実施する。

「乳幼児・親子」の事業
の延べ参加者数（人）

3,020 1,161 1,200 1,161 1,419 Ａ
「サタデー！おやこたいむ」や「親子おんがくひろば」、「親子のくつろぎ
スペース」等の事業を実施した。

継続

51 青少年対象事業 公民館 1-1-①
青少年が、豊かな人間性や社会性を身に付けられるよ
う、様々な体験や交流の機会を提供する。

子どもたちの知的好奇心に応え、よ
り深く学ぶ機会をつくるために、地域
団体、サークルと連携し事業を実施
する。

「小学生と親」、「小・中
学生」、「青年」の事業
への延べ参加者数（人）

17,325 8,602 8,700 8,602 11,558 Ａ
「夏休み子ども陶芸教室」や「うらやす子ども俳句大会」、「サマースクー
ル」等の事業を実施した。

継続

52 一般対象事業 公民館 1-1-①
市民一人ひとりが学習に取り組めるよう、多様なニーズ
に応じた学習機会を提供する。

社会情勢や各地域の年齢構成、
ニーズに合わせて事業を実施するこ
とで、市民の学習を支援する。

「成人」、「一般（特定な
し）」の事業への延べ参
加者数（人）

111,260 58,152 58,000 58,152 60,311 Ａ
「はじめての野菜づくり」や「健康太極拳」、「学習室の開放」などの事業
を実施した。

見直し継続

53 高齢者対象事業 公民館 1-1-①
高齢者が生き生きと暮らしていけるよう、健康づくりや交
流、仲間づくりの場を提供する。

高齢者の健康づくりを通した学びや
交流の場を提供することで、居場所
や生きがいづくりにつながる事業を
実施する。

「高齢者」の事業への延
べ参加者数（人）

21,361 16,273 15,000 16,273 16,133 Ａ
「浦安おたっしゃ体操教室」や「うたごえ広場」、「スポーツ吹き矢」等の事
業を実施した。

継続
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55
児童サービス事
業①

図書館 1-1-①
子どもと大人への読書活動の援助と、学校・保育園等と
の連携の促進。

子どもと子どもに関わる大人の読書
活動を推進するために児童書及び
児童研究書の収集、提供（貸出）、
展示、保存を行う。
年１回の推薦図書リストの発行、小
学校および中学校の新１年生への
図書館利用案内の配布を行うととも
に、学校・保育園等と連携し各種事
業を行う。

児童書貸出数（冊） 367,898 292,406 350,000 292,406 280,884 Ｃ

児童書の貸出しは、目標には達しなかったものの、図書館では資料の
展示等や児童向けの集会事業を開催し、幼稚園・認定こども園・保育
園、小学校でのよみきかせ等のサービスを継続するなど、多方面から子
どもの読書活動を推進した。
児童数の減少や共働き世帯の増加により、児童書の貸出しは減少傾向
となっている。

継続

56
児童サービス事
業②

図書館 1-1-①
子どもたちに本の楽しさを伝え、図書館利用を促進させ
る。

学校や保育園・幼稚園など関連機
関へ出向き、よみきかせや本の紹
介等を行う。また、推薦図書リストの
配布や、学校図書室等の蔵書を補
うため団体貸出を行う。

団体貸出の利用団体数
（団体）

236 159 220 159 159 Ｃ
目標には達しなかったものの、市内の小中学校、幼稚園・保育園等のう
ち、希望する団体へ貸出しを行うことができた。子どもたちに本の楽しさ
を伝える読書支援を行うことができた。

継続

57 児童集会事業 図書館 1-1-①
子どもと子どもに関わる大人たちへ読書の楽しさを伝え
る。

絵本作家、児童文学者を講師に招
き開催する「子どもの本の講座」及
び 「赤ちゃんと楽しむわらべうたの
 会」「赤ちゃんといっしょにえほんの
じかん」「図書館のおたのしみ会」な
ど、成長段階に応じた事業を開催す
る。

参加者数（人） 4,791 4,038 4,500 4,038 3,652 Ｃ

子どもたちの成長段階に応じた事業を開催した。
参加者数は減少したが、「子どもの本の講座」や「図書館のおたのしみ
会」のほか、夏休み等に事業を実施し、子どもと子どもに関わる大人た
ちへ読書の楽しさを伝えることができた。
「赤ちゃんと楽しむわらべうたの会」は令和６年度で終了し、同年度から
開始した「赤ちゃんといっしょにえほんのじかん」と統合した。

見直し継続

58 読書通帳事業 図書館 1-1-①
子どもたちの読書活動を促進するため、図書館で借りた
本を、銀行の通帳のように印字して記録する「読書通帳」
を導入する。

市内在住小中学生へ読書通帳を無
償配付し、中央図書館及び各分館
で読書記録を印字できるようにす
る。また、市立図書館及び学校図書
館で借りた図書等を同一の読書通
帳に記帳するシステム連携を行う。

読書通帳を活用してい
る割合

－ 39%
配布数の

40%
39% 44% Ａ

図書館ホームページやSNS等で案内を行ったほか、本を借りてシールを
集める「読書通帳冬のシールラリー」等の企画を実施し、目標を達成す
ることができた。
子どもたちの図書館への来館や読書習慣のきっかけ作りを行うことがで
きた。

継続

59
キャリア教育の
推進

指導課 1-1-①
子どもたちが、勤労観、職業観を身に付け、社会で自立
し、仕事を通じて社会に貢献することができるよう、発達
の段階に応じたキャリア教育を推進する。

小中学校において職員向けのキャ
リア教育研修会を行う。

キャリア教育にかかわ
る体験学習実施校（校）

22 26 26 26 26 Ａ

市内小中学校全てにおいて、キャリア教育に関わる体験学習が実施さ
れた。
教員向けの研修においては、キャリアコンサルタントからキャリア教育の
取組について提案や助言を受けた。
このことにより、中学校では職業体験や進路の話をきくことだけにとどま
らず、生徒が自分の得意なことを振り返り、自分らしい生き方を選択でき
るような学習展開をする学校が増加した。
その結果、生徒は自分らしく生きることへの明るい見通しをもち、視野を
広げることができた。
今後は、関係機関を活用するとともに、ゲストティーチャーを招くなどし
て、体験的な活動を重視した取組を一層推進していく必要がある。

継続

62
再就職支援セミ
ナー

商工観光課 1-1-①
女性や中高年齢者、シニア等の再就職の促進及び職場
定着を図るため、対象に向けた再就職支援セミナーを開
催する。

千葉県ジョブサポートセンター主催
のもとで実施しているセミナーであ
り、女性、中高年、シニアなど対象ご
とに開催している。セミナー後は、個
別相談や企業との交流会も行って
いる。また、セミナーごとに幹事市町
村を選定し実施することで、広域開
催を行っている。

セミナー参加者数（人） 57 217 250 217 179 Ｂ

令和７年度実績では、参加者179名と、多くの方への支援につながっ
た。
令和８年度についても、近隣自治体とともに、県に対して、葛南地域で
の再就職支援セミナーの開催を要望している。

継続
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63
介護予防普及啓
発事業

高齢者包括支
援課

1-1-①

地域において、自主的な介護予防に資する活動が広く
実施され、高齢者が積極的にこれらの活動に参加し、介
護予防に向けた取り組みを実施する地域社会の構築を
目的として、介護予防に関する知識の普及・啓発を行
う。

介護予防教室（口福ひろば、65歳か
らの食卓等）や出前講座、介護予防
普及啓発イベントの開催をするほ
か、各種イベントにおいてパンフレッ
ト等の配布を行う。

参加者数（人） 884 1,054 1,000 1,054 1,215 Ａ

介護予防に関する知識や技術についての普及啓発を広く実施すること
ができた。
今後は、介護予防に関心のある市民への普及啓発に加え、地域につな
がっていない市民への普及啓発が必要である。

継続

64

ひとり親家庭就
労支援事業
【令和５年度廃
止】

こども家庭支
援センター

1-1-①
就職や転職、スキルアップを考えているひとり親家庭の
母親や父親(児童扶養手当受給者)を対象に、就労支援
講座やパソコン教室を開催する。

・パソコン教室（ワードの操作方法
等）

参加者数（人） － － － － － － － 廃止

65
児童センターの
充実

児童センター 1-1-①
18歳未満のすべてのこどもを対象とし、遊び及び生活の
援助と地域における子育て支援を行い、こどもを心身と
もに健やかに育成する。

18歳未満のすべてのこどもが自由
に過ごせる場所を提供し、各種事業
を通じてこどもの居場所となるよう施
設運営を行う。

来館者数（人） 87,421 50,414 78,000 50,414 50,049 Ｃ

イベントへの参加者数が伸び悩み、来館者数は昨年度と比較して減少
した。
今後も来館者数の増加に向け、限りある資源の中利用者のニーズを捉
えた事業の実施や、こども、親子の安全、安心な居場所となるよう環境
を整えていく。

継続

66
 未来のパパママ
 体験赤ちゃんふ
れあい体験

児童センター 1-1-①
小学４年生から中学・高校生世代までを対象に、命の大
切さ、自身が成長していくことの素晴らしさを知る。

浦安市少子化対策基金事業であっ
たが、令和元年度で事業が終了した
ため、通常の主催事業として規模を
縮小し継続する。

参加者数（人） 51 22 50 22 7 Ｃ

令和７年度は、学童クラブではなく近隣中学高校に広報し、参加を呼び
かけたが、申し込みが少なく参加者数は減少した。
令和８年度は、より多くの方に参加してもらえるよう、事業内容の見直
し、そして近隣児童育成クラブへの協力依頼や土曜日の赤ちゃんサロン
内での開催も検討し、赤ちゃんと触れ合う機会を提供していく。

見直し継続

67
青少年健全育成
研修事業

青少年課 1-1-①

性格形成の終期を迎える大切な時期に、あらためて自
分を見つめ直し、新しい自分をつくるため、平素体験す
ることのない異年齢の集団生活及び自然体験活動を通
じて、他人を受入れ自分の意志や考えを相手に伝えるこ
とができるようになることを目的とし、次代を担う青少年
の健全育成を図る。

市内の小・中学生を対象に２泊３日
の日程で平素体験することの少ない
異年齢の集団生活と研修により、人
間形成に必要な心の豊かさやたくま
しさや友情と連帯感を育む事業を実
施している。

参加者数（人） 96 中止 36 中止 41 Ａ

定員は36人だが、42人の申込があったことから、実行委員会で協議し、
実行委員で対応できる参加者の人数や、バス利用・カッター研修利用の
上限値を基に42人まで当選とした。
その後１人の辞退あり、41人となっている。（応募率約116％）
実行委員会において事業目的達成のためには36名程度が適切である
との意見が出ていることから、今後においても同規模の人数で開催する
ことが望ましいと考える。

見直し継続

68
青少年リーダー
研修事業 青少年課

1-1-①
3-1-②

小学校４年生から中学校３年生までを対象とした研修会
を開催し、様々な体験を通して集団生活において、豊か
な心を持ったリーダーとなる青少年の育成を図る。

　本事業は、異年齢間の交流を含
むイベントの計画、運営を通じて、
リーダーとして必要な技能を修得
し、集団生活において、豊かな心を
持ったリーダーとなる青少年を育成
することを目的に実施している。

参加者数（人） － 98 50 98 50 Ａ

令和７年度リーダーチャレンジ事業では、６月から11月までの期間に、
全10回の研修を開催した。
具体的には、中学生がイベントを企画運営を行い、小学生がイベントに
参加するという内容で、全10回のうち、企画等９回、イベント１回の内容
で実施した。
各回の研修終了後に中学生へ実施しているアンケートでは、全ての回
においてソウゾウリョク（創造力・想像力・相奏力）の習得度は平均で
90％を超える結果となった。
(参考)
令和７年度運営メンバー：募集定員10名、応募者数13名、応募率約
130％
令和７年度参加メンバー：募集定員30名、応募者数41名、決定36名　応
募率約136％

見直し継続

69
少年の広場管理
運営事業

青少年課 1-1-①
青少年団体等の野外体験活動の場として、キャンプ場を
整備し、集団生活や集団での活動を通じて青少年の健
全育成を図る。

施設の維持管理や備品整備、利用
団体の予約受付および鍵の貸し出
しを行っている。

延べ利用者数（人） 2,983 2,278 3,500 2,278 2,104 Ｃ
利用者について、令和６年度よりも減少しているため、更なる利用の促
進を図っていく。

継続
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70
青少年健全育成
推進事業

青少年課 1-1-①

青少年健全育成連絡会を中心として市内９中学校区の
健全育成連絡会と協力し、活動を通して、次代を担う青
少年の健康で明るく、思いやりといたわりの心を養い、
地域に対する愛着と誇りを持った、自主自立のできる青
少年の育成を図っている。

市内９中学校区の健全育成との連
携を密にし、いちょう110番の設置や
青少年健全育成標語コンクールな
どの事業を実施している。

延べ参加者数（人） 1,416 797 352 797 204 Ｃ

令和７年度は、標語コンクールを実施した。
実績値が目標よりも大きく下回ったが、たこあげ大会が中止となったた
めと考えられる。
引き続き、青少年健全育成連絡会を中心に青少年の育成を図っていく。

見直し継続

71
放課後子ども教
室

青少年課 1-1-①
学校施設などを利用し、児童の放課後の遊びの場を確
保するとともに、子どもたちの自主性、社会性を育む場と
して、異年齢児間の交流を促進する。

児童の放課後の安全安心な「遊び
の場」として、様々な遊びを提供し、
異年齢児間の交流を通じて児童の
健全育成を図っている。

延べ利用者数（人） 141,254
99,640
106,427

110,400 106,427 112,569 Ａ

放課後の子どもの「遊び場」を確保し異年齢児間の交流を促進し、児童
の放課後の安全な居場所づくりに取り組めた。
令和７年度の利用人数（112,569人）は令和６年度の利用人数（106,427
人）に比べ増加しており、引き続き周知を行い利用促進を図っていく。

継続

72
地域健康づくり
事業

健康増進課 1-1-①
本市の教育施策や行事などの情報を掲載した教育情報
誌を発行し、市民の教育に対する関心を高める。

地域イベントへの健康づくりブース
参加による健康情報の発信や、小
学校でのがん教育や自治会等への
出前講座の実施、市内企業・事業所
と連携した健康づくりの推進を行う。

出前講座の参加者数
（人）

241 1,051 300 1,051 647 Ａ

小学校でのがん教育や自治会等への出前講座の実績が減少したた
め、令和６年度実績よりは下がっているが、目標値は達成している。
引き続き、小中学校へのがん教育等の推進と、地域イベントを活用した
健康知識普及啓発を行っていく。

継続

73
家庭教育支援事
業

公民館 1-1-②
子育て期にある成人に対し、子育てに関する講座や親
同士がコミュニケーションを図る機会を提供することで、
家庭教育の支援を図る。

学校段階（幼・小・中）ごとに家庭教
育学級を開設し、各家庭の子どもの
発達や教育に関する悩みを共有す
る。また、子育てに関する専門の講
師による家庭教育講演会を実施す
る。

家庭教育学級および家
庭教育講演会の実施回
数

13 16 15 16 10 Ｃ

通年で実施している「家庭教育学級」に加え、オンラインも活用し併用の
「家庭教育講演会」を実施した。
目標値に届かなかった原因として、事業の特性として、参加者の希望に
合わせて日程や回数を決めるため実施回数は変動することが挙げられ
る。

見直し継続

74
つどいの広場事
業

こども課 1-1-②

子育てに不安や悩みを抱える親などが気軽に集える場
所を提供し、親子同士の交流やボランティアなどを活用
した子育て相談に応じる。また、子育てへの負担感や育
児不安の解消を図り、子育てに関する地域ぐるみでの社
会的支援の充実を図る。

地域における子育て支援の拠点とし
て、つどいの広場で子育て親子の交
流や集いの場の提供、子育てに関
する相談・援助の実施、地域の子育
て関連情報の提供及び子育て支援
に関する講習を実施する。

延べ利用者数（人） 17,377 15,647
16500
13,000

15,647 13,208 Ａ

平成31年（2019年）から令和４年度（2022年度）にかけては、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により利用者数が減少した。その後、コロナの影
響が落ち着き回復傾向が見られたものの、令和５年度（2023年度）以降
はわずかながら再び減少傾向にある。
利用者減少の背景には、少子化の進行や共働き世帯の増加があり、0
歳児から保育園に入園させる家庭が増えたことが影響していると考えら
れ、今後もこうした傾向が続くものと予想する。
しかしながら、乳幼児とその保護者が気軽に集い、交流できる場である
とともに、子育ての悩みを相談できる貴重なスペースであることを広く伝
え、積極的に利用を促進していく必要がある。
今後も、地域の子育て支援の拠点として、多くの方に利用いただけるよ
う、周知活動や利用者ニーズに応じたサービスの充実に取り組んでい
く。

継続

75

ほのぼのタイム
事業
【令和２年度廃
止】

こども課 1-1-②
妊婦と生後6カ月までの親子を対象とした保護者同士の
交流や情報交換の場としての運営を図る。

各公民館（全７館）において毎月１回
開催する。毎月の開催については、
各公民館につき１名の運営委員と
協力委員によって運営を行う。

利用者組数（組） － － － － － － － 廃止
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76
子育て支援セン
ター事業

こども課 1-1-②

子どもの健全な育成及び育児支援を目的として、親子が
いつも交流できる場の提供・子育てに関する相談や情報
の提供等を行い、地域の子育て家庭に対する育児支援
を図る。

子どもとその保護者とが自由に遊
び、交流することができる場の提
供、子育てについての相談並びに
子育てについての情報及び学習の
機会の提供を行う｢子育て支援セン
ター」の運営に係る事業を実施す
る。

延べ来所者数（人） 31,090 18,933 20,300 18,933 17,283 Ｃ

本市未就学児人口が減少傾向にある中、保育園利用のニーズが高い
ことから、「浦安市子育て支援センター」の平日利用は０～２歳児が中心
となっており、全体的に利用者数は減少している。
また、保育園に併設された地域子育て支援センター(８か所)のほか、つ
どいの広場や児童センターなど、未就学児と保護者の集える施設が市
内全域にあることから、多彩なイベントや立地の利便性などにより、利用
者の選択肢が増えている。
さらに地域の子育て家庭の支援を拡充できることから、引き続き、親子
の交流や相談・情報提供の機能の充実を図っていく。

継続

77
地域子育て支援
センター事業

保育幼稚園課 1-1-②

子どもの健全な育成及び育児支援を目的として、親子が
いつも交流できる場の提供・子育てに関する相談や情報
の提供等を行い、地域の子育て家庭に対する育児支援
を図る。

子どもとその保護者とが自由に遊
び、交流することができる場の提
供、子育てについての相談並びに
子育てについての情報及び学習の
機会の提供を行う｢子育て支援セン
ター」の運営に係る事業を実施す
る。

配置・設置数 8 8 8 8 8 Ａ
子どもの健全な育成及び育児支援を目的として、親子がいつも交流で
きる場の提供・子育てに関する相談や情報の提供等を行い、地域の子
育て家庭に対する育児支援が図れている。

継続

78
子育てすこやか
広場事業

保育幼稚園課 1-1-②
幼稚園・認定こども園を開放し、地域の未就園の親子・
こども同士の遊びやふれあい、子育て相談を受ける場を
提供する。

・未就園の親子やこども同士の遊び
の指導、生活の指導を行う。
・親子の触れ合い、語り合い、認め
合い、及び保護者同士の情報交換
の場を提供する。
・保育カウンセラーへ子育てに関す
る相談ができる場を提供する。

実施数（回） 321 280 260 280 260 Ａ

令和４年度は予約制にて実施したが、令和５年度より予約制を廃止し通
常開催としている。
園毎により参加者数にバラつきはあるが、各園年間20回の開催とし、合
計260回の開催を予定している。
開催回数の減少については、平成31年度より３歳児保育が全園で開始
されたことから、子育てすこやか広場の対象年齢を０－３歳から０－２歳
に変更したためである。
また、令和７年度から美浜北認定こども園が休園しているため、開催園
が14園から13園に変更となり、開催回数が260回となっている。
就園前の親子や子ども同士のつながりの場となり、また保育カウンセ
ラーへ気軽に相談できる場を提供できている。

継続

79 外国人相談窓口 地域振興課 1-1-③

本市が外国人に対して快適で住み良い街づくりを進め、
より開かれた地域社会を作るため、本市に居住する外
国人(その周囲の日本人をも含めて)に対し、生活情報の
提供や生活上の問題点等の相談に応ずる。

外国人に対して、生活情報の提供
や生活上の問題点等の相談、市役
所内での手続きのサポートを行う。

窓口対応言語数（市役
所設置）

7 74 74 74 74 Ａ

日本語の学習、市政情報、医療、その他生活全般の外国人市民が必要
とする情報の提供や生活上の問題解決に向けて支援することができ
た。
外国人市民に市役所などの手続き一般のフォローやサポートもすること
ができた。
外国人の抱える様々な問題に対応するため、引き続き相談業務を継続
していく。
なお、外国人相談アドバイザーの対応言語以外の言語については、翻
訳機器（74言語対応）を用い相談業務を行っている。

継続

80
国際センター運
営事業

地域振興課
1-1-③
2-1-②

在住外国人を含む市民の多文化共生及び国際理解・交
流に関する情報提供並びに市民の相互交流を図る。

施設の管理・運営や各種事業をとお
して、市民の国際理解・交流に対す
る意識の向上や市民相互の交流を
図る。

延べ来館者数（人）
（研修室使用者数+交流
サロン等来館者数+セン
ター外事業参加者数）

35,452 27,070 28,000 27,070 26,097 Ｂ

令和７年度は、外国人市民向けの生活オリエンテーションやにほんご
Café、外国語絵本の読み聞かせの事業を企画するなど、利用率向上の
取り組みを行っている。
令和８年度以降も、継続して事業を実施する予定。

継続

81

多文化共生推進
事業浦安市災害
時外国人サポー
ター養成講座

地域振興課 1-1-③

災害時における外国人支援についての講義や、「災害
多言語支援センター」の開設・運営などの訓練を通じて、
災害時に外国人住民を支援するためのボランティアを養
成するとともに、今後の関係者とのネットワークづくりを
進め、災害時への備えの充実を図る。

災害時に外国人住民を支援するた
めのボランティアを養成するため
に、災害時における外国人支援に
ついての講義や、「災害多言語支援
センター」の開設・運営などの訓練を
実施する。

災害時外国人サポー
ター 登録者数（累計）養
成講座受講者数（累計
実人数）

－
29
36

35
75

36 44 Ｂ

災害時外国人サポーターとして活躍することに興味がある浦安市民を
対象に、災害時外国人サポーター養成講座を開催し、15名が受講した。
今後も、災害時外国人ボランティアを養成する講座を継続して実施して
いく予定。
災害時には講座の受講者に協力を呼びかけるため、実情に合わせて成
果指標を変更した。

見直し継続
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82

生涯学習フォー
ラム
【令和５年度廃
止】

生涯学習課 1-1-④

生涯学習における学びの成果を地域に活かし、社会的
な学習活動へと転換するきっかけを提供するとともに、
市民一人一人の持続した学びを基盤とする地域づくりの
推進を図る。

教育講演会やパネルディスカッショ
ンなど学習テーマや参加者の実態
に応じた効果的な学習形態による
学びの機会を提供する。

参加者数（人） － － － － － － － 廃止

84
青少年ネット被
害防止（ネットパ
トロール）事業

青少年セン
ター

1-1-④
青少年がインターネットトラブルに巻き込まれることを未
然に防止するため、ネットパトロールを実施する。

市内の小中高等学校の生徒が行っ
ているSNS等について監視する。

実施回数（月） － 毎日実施 毎日実施 毎日実施 毎日実施 Ａ

「リスクレベル別内訳」については、氏名・学校名・写真がそろった自身
の個人情報の公開となっているリスクレベル１相当の投稿が３件、自傷
行為などが投稿されているリスクレベル２相当の投稿が７件となってお
り、少年事件、自殺、犯罪予告など緊急対応を要するリスクレベル３相
当の投稿はなかった。
その他、個人が推測される恐れがあり注意が必要なリスクレベル外の
投稿については月平均で19件発見している。

継続

85 現代的課題事業 公民館 1-1-④
社会の主体者として目を向けていく必要のある課題につ
いて、学習の機会を提供する。

平和、人権、環境、国際理解、男女
共同参画、防災・防犯、福祉など多
岐にわたって、関連部署や関係団
体等と連携した事業を実施する。

現代的課題に関する事
業の延べ参加者数（人）

2,165 311 300 311 332 Ａ 平和講座や環境講座等の事業を実施した。 見直し継続

86
図書館講座・講
演会

図書館 1-1-④
作家や研究者から、その活躍分野について語ってもらう
講演会等を開催することにより、市民の読書体験を豊か
にし、生涯学習機会を拡充する。

各界の著名人にその活躍分野の世
界を語ってもらう図書館講演会等の
開催。

参加者数（人） 101 73 80 73 100 Ａ

令和７年度は、図書館講演会と図書館講座を開催した。
参加者の満足度が非常に高く、次年度以降も講演会を実施してほしい
旨の意見が寄せられた。
令和８年度以降も講演会等の開催を通じて、引き続き市民の生涯学習
機会の充実を図っていく。

見直し継続

87

 自主防災組織育
 成訓練・研修事
 業
自主防災組織育
成事業

危機管理課 1-1-④
自主防災組織に対し、防災意識の高揚、防災行動力の
向上を目的に訓練や研修を行う。

「浦安市自治会自主防災組織連絡
協議会」の総会、部会、研修会を支
援する。
各自治会自主防災組織の訓練を支
援する。

参加自治会数 79 69 82 69 75 Ｂ

令和７年度は、自主防災組織連絡協議会部会、防災リーダー研修、無
線通信訓練等を実施したほか、避難所運営委員会や自主防災組織の
訓練にも随時参加するなど活動の支援も行い、各自主防災組織の防災
力強化を図った。
また、市民まつりでは、防災アプリのインストール促進など、市民の防災
意識の高揚を図る啓発活動を行った。
今後は、地震の頻発化などにより、各地域の防災活動の重要性が高
まってきていることから、参加自治会自主防災組織数の増加が考えられ
る。

継続

88
ドメスティックバ
イオレンス（ＤＶ）
啓発事業

多様性社会推
進課

1-1-④

DVに関する情報提供として、DV相談支援カードや DV啓
 発リーフレットを発行する。また、デートDV相談支援カー
ドを作成し、 中学校公共施設等で配布し、 デートDVにつ
いての周知を図る。

DVに関する情報提供として、DV相
談窓口を記載したDV相談支援カー
ドや DV啓発リーフレットを発行する。
 また、デートDV相談支援カードを 中
 学校公共施設等で配布し、 デート
DVについての周知を図る。

啓発カード配置・設置数
（施設数/箇所数）

33/98 36/191 35/100 36/191 36/191 Ａ

DVカード及びデートDVカードを公共施設、商業施設に設置するととも
に、デートDVカードを市内中学校、大学に設置し、周知を図ることができ
た。
DV啓発リーフレットの発行は行っていないため、事業目的・事業内容を
修正した。

見直し継続
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実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

令和８年度
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令和７年度
実績値
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状況

89
男女共同参画社
会づくり事業

多様性社会推
進課

1-1-④

男女共同参画に関する情報の収集・提供などを行う施
設として、 男女共同参画センター多様性社会推進課にお
いて、関係図書の閲覧・貸出を行うとともに、「うらやす
P-Life男女共同参画ニュース」の発行などを通じて、男
女共同参画に関する情報の提供を行う。
また、男女共同参画に関する市民意識を醸成し、男女
のエンパワーメントを図るため、各種講座 や講演会を実
施する。

男女共同参画に関する情報の収
集・提供などを行う施設として、 男女
 共同参画センター多様性社会推進
課において、関係図書の閲覧・貸出
を行うとともに、「うらやすP-Life男女
共同参画ニュース」の発行などを通
じて、男女共同参画に関する情報の
提供を行う。
また、男女共同参画に関する市民
意識を醸成し、男女のエンパワーメ
ントを図るため、各種講座 や講演会
を実施する。

講座等参加者数 545 443 450 443 434 Ｂ
令和６年度実績値と比較してやや減少したが、引き続き目標値の達成
に向け、男女共同参画に関する情報の提供や講座等の実施を行う。

見直し継続

90
人権啓発推進事
業

多様性社会推
進課

1-1-④

市民一人ひとりが、人権問題への関心を高め、人権尊
重についての正しい理解を深められるよう、人権につい
ての講演会や人権週間に おける街頭啓発活動合わせた
作品展の開催などの啓発事業を行う。

市民一人ひとりが、人権問題への関
心を高め、人権尊重についての正し
い理解を深められるよう、人権につ
いての講演会や人権週間に おける
 街頭啓発活動合わせた作品展の開
催などの啓発事業を行う。

参加者数（人） 107 463 200 463 405 Ａ

「ヒューマンフェスタうらやす」の参加者数は令和６年度より減少したもの
の、アンケートの結果、90％以上の方から人権問題についての関心や
理解が深まったと回答があった。「人権週間　標語・作文・ポスター原画
作品展」では、令和６年度よりも参加者数が増加した。
人権週間には街頭啓発活動ではなく、作品展を実施したため事業目的・
事業内容を変更した。

見直し継続

91
青少年海外派遣
事業

地域振興課 1-1-④

米国フロリダ州オーランド市との姉妹都市交流事業の一
環として、本市在住の青少年をオーランド市に派遣し、
ホームステイ、公共施設や教育機関の訪問等による異
文化体験やオーランド市民との交流などをとおして、本
市の次代を担う若い世代の国際的な視野を広め、国際
社会を担うにふさわしい人間を育成する。

市内在住の青少年をオーランドへ派
遣し、ホームステイや現地高校授業
体験、市内施設見学など、市民や青
少年の交流を図る。

青少年海外派遣事業の
応募者数（人）

32 実施無し 36 実施無し 16 Ｂ
市内在住高校生10名を、３月１日から３月10日の８泊10日で米国オーラ
ンド市に派遣し、公共施設の見学やホームステイの体験をした。
隔年で今後も実施を継続する。

継続

92
原爆展及び被爆
体験講話事業

地域振興課 1-1-④

原爆あるいは戦争の記憶が風化しないよう、核兵器の
恐ろしさや戦争の悲惨さを多くの市民に伝えること、また
平和への尊さについて市民の理解を深めることを目的
に、原爆展及び被爆体験講話を開催する。

原爆被災写真パネルなどを展示し
た原爆展を開催する。また、浦安被
爆者つくしの会などによる被爆体験
講話及び浦安平和使節団による平
和学習青少年派遣事業報告会を開
催する。

 聴講した児童生徒のア
 ンケートで「平和への意
 識がとても高まった・高
 まった」と答えた割合原
爆・平和展、平和のつど
いの来場者数及び小・
中学校平和学習の学習
人数（人）

 96％
-

 97％
5,337

 96％
5,000

5,337 4,537 Ｂ

市内小学校においては、浦安被爆者つくしの会が、直接学校を訪問し、
朗読劇と被爆体験講話を実施する学習、中学校においては、令和２年
度作成の平和学習用ＤＶＤによる学習を実施した。
また、市役所市民ホールにおいて、原爆被災写真パネルなどを展示し
た原爆・平和展、平和学習青少年派遣事業報告会や朗読劇などを行っ
た平和のつどい2025を開催し、戦争を知らない世代へ原爆や戦争の悲
惨さを伝えることで、平和意識の高揚を図ることができた。
被爆者の高齢化により、浦安市でも年々講話者が少なくなっていること
が課題となっているため、今後も事業を継続し、浦安被爆者つくしの会
の講話など、被爆者の声を多くの市民に届けるよう努める。
非核平和の大切さや戦争の悲惨さをどれだけの人数に伝承できたかを
指標にするため、成果指標を変更した。

継続

93
平和学習青少年
派遣事業

地域振興課 1-1-④

市内公立の中学生を浦安市平和使節団として毎年広島
市または長崎市へ派遣し、現地での平和祈念式典や
フィールドワークに参加することで、青少年の平和意識
高揚を図る。

市内公立の中学生を浦安市平和使
節団として広島市または長崎市へ
派遣する。派遣先では、平和祈念式
典に参加するほか、フィールドワー
クや被爆体験講話、全国から集まる
同年代とのグループワークなどに参
加する。　また、派遣後に、学んだ成
果を広く市民に伝えるため、報告会
を行う。

平和の大切さ等につい
て継承した人数の割合
（％）

－ 100 100 100 100 Ａ

令和７年度は、市内中学生18名を広島市へ派遣した。
広島市では、平和関連施設の見学や平和学習の集い（全国から集まっ
た青少年が、被爆の実相や平和の尊さを学び、交流と相互理解を深め
る）や平和記念式典等に参加した。
また、派遣終了後は平和のつどい2025において、報告会や原爆をテー
マにした朗読劇などを行い、派遣で学んだ成果を広く市民に発表した。
令和８年度は、長崎市へ中学生18名を派遣する見込み。

見直し継続

94
親子平和バスツ
アー

地域振興課 1-1-④
21世紀を担う青少年が、戦争の悲惨さや核兵器の恐ろ
しさ、そして平和の尊さを学ぶ。

次代を担う子どもたち及びその保護
者を対象に、戦争の悲惨さや核兵
器の恐ろしさ、平和の尊さについて
学ぶ親子平和バスツアーを開催す
る。

親子平和バスツアーの
参加率（％）

28.3 100 73.7 100 90 Ａ

小学生の親子を対象に、戦中・戦後の人々の暮らしを実物展示した「昭
和館」を見学する親子平和バスツアーを実施した。
次代を担う子どもたち及びその保護者への平和意識向上は重要である
ことから、令和８年度以降も継続実施を予定している。
令和７年度は、カムチャッカ半島の地震発生による津波警報の影響を受
け、「東京都第五福竜丸展示館」の見学が出来なかったが、令和８年度
はこれまでどおり、「東京都第五福竜丸展示館」及び「昭和館」の見学を
予定している。

継続
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実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

令和８年度
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令和６年度

実績値
事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値

令和７年度
実績値

進捗
状況

95
市民大学校運営
事業

市民大学校
1-1-④
2-1-②
3-1-②

市民のまちづくりに参加する意識を育み、自主・連携の
まちづくりを目指すために必要な「出会い」や「気づき」、
「担い」の学習する機会を提供する場として市民大学校
を運営する。

地域に貢献するまちづくりの担い手
を育成し、必要な知識や技術を習得
するため、防災や介護予防等の講
座を開講するとともに、市民活動や
市政に関する情報提供を行う。

市民大学受講者のうち
市民活動をしている（予
定がある）割合（％）
（研修後アンケートより）

77 89 100 89 89 Ｂ
令和７年度については、実績値となる活動への意欲の割合が、令和６
年度と同等の結果となった。

見直し継続

96 防犯講演会 市民安全課 1-1-④

防犯講演会を通じて、犯罪の発生状況や防犯対策の重
要性などを広く周知・提供し、市民一人ひとりの防犯意
識の高揚とともに、地域ぐるみの防犯活動の推進を図
る。

防犯に関する有職者や経験者を招
いて、市民に対し講演を実施する。

参加者数（人） 86 47 50 47 42 Ｃ
市HPや広報、防犯支部長に周知をしているが、目標へ届いていない状
態であるため、開催方法や周知方法を検討する。

見直し継続

97
移動防犯活動事
業

市民安全課 1-1-④
幼児・児童の防犯意識や身を守るための行動力の醸成
を図る。
市民の防犯意識の高揚を図る。

幼少期である小学校１年生（新入学
児童）や幼稚園・保育園の園児に対
し、防犯指導員（警察官OB）及び警
察官による「連れ去り防止教室」を
実施する。また、学校・幼稚園等の
教職員に対し、「不審者侵入対応訓
練」を実施する。
その他、定期的に公園等へ出向き、
こどもたちやその保護者などに対
し、啓発物資の配布等を行う。

実施数（回） 150 156 150 156 193 Ａ
目標を達成しており、順調に進捗している。
今後も引き続き事業を実施していく。

継続

98
交通安全教育事
業

市民安全課 1-1-④
交通安全意識の向上等を図るとともに、交通ルールの
遵守と正しい交通マナーを実践させることで交通事故の
抑止に資することを目的とする。

交通安全教室、自転車交通安全教
室を開催し、幼少期より年齢層に合
わせた交通安全教育を段階的に実
施する。また、市内中学生などを対
象に、VRゴーグル及び自転車シュミ
レーターを活用した自転車交通安全
教室も開催する。

実施数（回） 81 82
90
80

82 80 Ａ
目標を達成しており、順調に進捗している。
今後も引き続き事業を実施していく。

継続

99 消費者啓発事業
消費生活セン
ター

1-1-④

消費生活に関する情報提供や消費者教育講座の開催
及び啓発パンフレットの配付などで消費者生活に必要な
知識を身につけ、トラブルや被害にあわないよう消費者
力の向上を図る。

消費者の被害やトラブルを未然に防
ぎ、消費者知識を身につけていただ
くために、消費者教育講座や出前講
座の開催のほか啓発パンフレットを
配付する。

市民や市内学校の児童
生徒に配付した啓発資
料（チラシやパンフレット
等）の枚数

12,280 12,316 11,000 12,316 11,504 Ａ

市民への啓発については、啓発情報や相談状況を掲載した「消費生活
センターだより」を作成し、市内各自治会へ配付した。
また、敬老会においては、センターの案内および高齢者に多いトラブル
事例を掲載したチラシを配付した。
学校に対しては、市立小学校においてアンケートを実施するとともに、ス
マートフォンに関するトラブル防止の啓発リーフレットを配付した。
さらに、令和７年度には、18歳で成年となる市民に対する直接的な啓発
手法として、啓発資料の送付方法を圧着ハガキに変更した。
これにより、従来のチラシによる啓発と比べて簡素化が図られ、開封し
やすくなるなどの効果が得られた。
このように、若者から高齢者まで幅広い世代に対し、それぞれの状況に
応じた啓発を実施している。
なお、児童生徒に限らず、高齢者を含む広く市民全体を対象として啓発
を行っている点も反映している。

継続

100

サブスタッフ養成
講座
【令和６年度廃
止】

高齢者包括支
援課

1-1-④
3-1-②

高齢者が、健康づくりや介護予防について学び、知識や
理解を深めることで、支援を必要としている高齢者を支
えていくシステムを構築していく。

通所型サービスAで活動するボラン
ティアであり、ボランティア活動する
ためには、所定の講座の受講を必
要とし、受講を希望する高齢者に対
し、「浦安市サブスタッフ養成事業」
として、介護に関する講座や介護現
場での実習といった決まったカリ
キュラムを提供する。

参加者数（人） 28 未実施 0 － － － － 廃止
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101
認知症サポー
ター養成講座

高齢者包括支
援課

1-1-④
3-1-②

市民に認知症サポーター養成講座を開催して、認知症
について理解してもらう。

今後も認知症サポーター養成講座
を継続開催する。
また、認知症サポーター養成講座修
了者に対するステップアップ講座の
開催を検討する。

認知症サポーター養成
講座の修了者数（人）累
計

8,956 20,315 27,000 20,315 22,277 Ｂ
認知症を知り、認知症と共に生きることについて理解を深めることで、認
知症本人とその家族が安心して暮らせる地域づくりの一員としての意識
の醸成を図っている。

継続

102
子育て支援員研
修（県事業）

こども課
1-1-④
3-1-②

地域において子育て支援の仕事に関心を持ち、子育て
支援分野の各事業等に従事することを希望する方や、
すでに子育て支援の担い手として従事されている方に対
して、必要となる知識や技能等を修得するための研修を
実施し、子育て支援の担い手となる子育て支援員の資
質の確保を図る。

国が定める子育て支援員研修事業
実施要綱に基づき子育て支援員とし
て各事業等に従事する上で必要な
知識や技術等を習得する。

修了者数（人） 44 35 20 35 34 Ａ
令和３年度以降は実施コース・実施回数などの多い県主催の研修で対
応しており、市としては引き続きＨＰ等での研修周知に努める。
令和８年度以降も、引き続き県主催の研修で対応する。

見直し継続

103
浦安市民水源の
森事業

環境保全課 1-1-④

江戸川の水源地域である高崎市倉渕町に設置した「浦
安市民の森」を活用して、市民の自然体験や環境学習
を促進するとともに、森林整備と管理の取り組みを通じ
て、意識の向上を図る。

協定を結んでいる烏川流域森林組
合と連携して、市民の森の維持管理
を行い、活用の推進や周知啓発を
図り、市民訪問のきっかけづくりに
努める。

市民の「浦安市民の森」
への訪問数（延べ人数）

747 220 300 220 128 Ｃ

チラシの作成及び周知機会の創出など、周知の拡大を行ってきたが、
訪問数については、減少となった。
令和８年度以降は、更なる周知機会の創出のほか、森林環境学習講座
を実施するなど、新たな取り組みも行い、目標値へ近づけたい。

見直し継続

104
環境学習推進事
業

環境保全課 1-1-④
市内における環境学習の実施機会を増やし、子どもから
大人まで、幅広い年齢層に対し啓発し、環境意識の向
上、環境配慮行動の促進を図る。

学校や地域団体が主催する環境保
全や地球温暖化などに関する学習
会、研修会へ環境学習アドバイザー
を派遣することや三番瀬環境観察
館での干潟観察会・野鳥観察会など
自然に親しむ講座等を実施するな
ど、幅広い年齢層へ様々な環境学
習講座を行う。

講座実施数（回） 54 30 40 30 38 Ａ

環境学習アドバイザーについては、派遣制度の周知範囲の拡大を行っ
たが、回数増加には至らなかった。
庁内への周知も検討し、派遣拡大を図る。
三番瀬環境観察館での環境学習については、新たにビオトープでの観
察会を実施したため、実施回数は大幅に増加した。
今後も三番瀬環境観察館、三番瀬海岸親水施設、ビオトープを利活用
し、機会の創出に努めたい。

見直し継続

105
おでかけビーナ
ス

ごみゼロ課 1-1-④
循環型社会を形成するためのごみの減量・再資源化の
推進

自治会や学校、こども園などへ伺
い、ごみの減量や再資源化に関して
お話をし、日常生活でできる「ごみ減
らし」の機会を創出する。併せて、ご
み減量・再資源化キャラクターの「ク
ルンちゃん」「グルンさま」を活かした
啓発活動により、ごみの減量・再資
源化の推進を行う。

実施数（回） 19 2 20 2 4 Ｃ

おでかけビーナスは、団体からの依頼により実施するものである。
令和７年度は、市民団体２回、福祉団体１回、学校関係１回の計４回実
施した。
本事業の継続により、引き続きごみの減量・再資源化の周知を図るが、
令和６年度は２回、令和５年度は３回と近年の実績値は横ばいであるこ
とから、一定の役割を達成しているものと考えており、今後も同様の傾
向が予測される。

継続

106

景観計画運営事
業
【令和３年度廃
止】

都市計画課 1-1-④
市民の景観まちづくりへの関心を高め、景観まちづくり
活動へのきっかけづくりや活性化を図るため。

景観表彰やシンポジウムを開催す
るとともに、景観パンフレットの発行
などを行う。

景観まちづくり賞応募件
数（件）

－ － － － － － － 廃止
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107
良好なまちづくり
支援事業

都市計画課
1-1-④
3-1-①

地区計画や景観協定、建築協定など、地域のまちづくり
のルールづくりに取り組む住民主体の活動や、未接道
宅地やミニ開発における個別の建替え検討の を支援及
び するため、地域の活動や要望に併せてまちづくりアド
 バイザーの派遣や市職員による出前講座などを行う。 ま
 た、市民のまちづくりに対する意識を高めるため 、講演
 会の開催や新たな支援方策を検討する。

地区住民等が主体となり、まちづくりに関する自主的な
活動を安定的、継続的に進められるよう支援するため。

　自治会等のまちづくり活動団体が
まちづくりに関する自主的な活動を
安定的、継続的に進められるよう、
地区計画の策定等を検討している
地区の住民からの要望に応じ、まち
づくりアドバイザーを派遣する。ま
た、２以上の敷地において２人以上
の権利者が共同建替えに係る検討
を進めていけるよう要望に応じて共
同建替えアドバイザーの派遣する。

地区計画の策定や建物の共同化な
どを検討したい地区住民からの要望
に応じ、まちづくりアドバイザーを派
遣する。

まちづくりアドバイザー
派遣回数（件）

12 0 未定 0 0 Ｃ

＜過去５ヶ年の派遣状況＞
まちづくりアドバイザー
・令和２年度　５回（富岡地区：２回、弁天地区：３回）
・令和３年度　１回（弁天地区）
・令和４年度　０回
・令和５年度　０回
・令和６年度　０回
共同建替えアドバイザー
・実績なし
＜今後の取り組み＞
各種アドバイザーは、地区住民からの要望に応じて派遣する性質の制
度であることから、令和７年度の実績がなかったものの、引き続き制度
の周知に努め、地区住民のまちづくりに関する活動を支援する。

継続

108 住まいの講習会 住宅課 1-1-④ 自分らしい暮らし方を発見してもらうきっかけとする。
住まいに関する情報を提供する講
習会。

住まいの講習会の参加
者数（人）

76 101 100 101 249 Ａ
当初の予定通り、３回の講習会を開催した。
本市の住宅施策の課題や参加者の要望を踏まえテーマを設定してお
り、参加者のアンケートからも満足度の高い内容となっている。

継続

109

マンションシンポ
ジウム
【令和２年度廃
止】

住宅課 1-1-④ 分譲集合住宅の管理の質を高め、意識の高揚を図る。
講演会やパネルディスカッションを
含めたマンションシンポジウムを開
催する。

マンションシンポジウム
の参加者数（人）

－ － － － － － － 廃止

110
マンションライフ
セミナー

住宅課 1-1-④
分譲集合住宅の管理に関する学習機会や情報提供を
促進する。

管理・運営や大規模修繕工事など
分譲集合住宅に関する様々なテー
マでセミナーを実施。

マンションライフセミ
ナーの参加者数（人）

42 101 115 101 114 Ａ
当初の予定通り、３回のセミナーを開催した。
本市の分譲マンションの課題や参加者の要望を踏まえテーマを設定し
ており、参加者のアンケートからも満足度の高い内容となっている。

継続

111
少年消防団活動
事業

消防本部 1-1-④
市内に在住する小学校５・６年生を対象に、年間活動計
画により、防火・防災に関する知識と技術を学び、規律
ある団体活動の中で少年少女の健全な育成を図る。

小学5年生になる4月1日から小学6
年生を終了する3月31日までの2年
間で、月1回の消防・防災に関する
活動を行う。

参加者数（累計人数） 653 936 1,340 936 1,014 Ｂ
市内小学校を通じて対象学年の全児童へ募集案内を配布し、募集期間
中は校内にポスター掲示を行い広報活動を実施している。
その結果、団員の確保に繋がり順調に実績値が推移している。

継続

112
市民交流事業の
推進

公民館 2-1-①
地域における仲間づくりのきっかけとなるよう、公民館事
業において市民が交流できる機会を提供する。

市民参加による講座の企画・運営を
実施する。また、事業実施にあたっ
ては単発講座だけでなく、複数回に
わたって実施するとともに、ワーク
ショップやグループ学習を取り入れ
る。

全公民館主催事業数 419 238
230
210

238 211 Ａ

各施設や地域の特性を捉え、市民同士が交流することができる主催事
業を実施することで、仲間づくりの機会を提供することができた。
主催事業を各館での開催から合同事業として実施したことや募集方法
を半期ごとから年間を通じてに変更したため、事業数が減少したことが
挙げられる。
なお、現状に合わせて目標値の見直しを実施する。

見直し継続

114
子ども・子育て複
合施設整備事業

生涯学習課 2-1-②

子ども図書館の整備により、子どもが言葉を学び、感性
を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものにし、生き
る力を身に付けるための読書活動を推進する。また、子
育て支援機能等の追加により、子育て世代や多世代の
利用や交流を図る。

子ども図書館を核としつつ、隣接す
る日の出公民館を含めた一体的な
機能として、子育て世代の居場所や
多世代の相談機能を有した複合施
設を整備する。

　(仮称）子ども・子育て
複合施設の整備に向け
て、設計及び建築工事
を進める。

－
基本設計
の修正

運営開始
基本設計
の修正

実施設計 Ａ
令和７年度は実施設計を行い、令和８年度より工事着工を予定してい
る。

見直し継続
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114-2

舞浜地区公民館
整備事業
【令和４年度から
開始】

生涯学習課 2-1-②

地域の生涯学習ニーズに対応するため、舞浜ポンプ場
の建て替えに合わせ、敷地を有効活用して、（仮称）舞
浜地区公民館を整備する。
（仮称）舞浜地区公民館の整備により、市内の住宅地の
ほぼ全域が各公民館の半径１kmの利用圏で網羅される
こととなるため、市全体において、市民が学びを通して交
流し、市民同士がつながりをもてる環境のより一層の充
実を目指す。

地域住民が学習の場として身近に
利用でき、学習・交流活動を通して
様々なつながりが育まれる施設とな
るよう、（仮称）舞浜地区公民館を整
備する。

（仮称）舞浜地区公民館
の整備に向けて基本計
画を策定の上、設計及
び建築工事を進める。

－ 実施設計 運営開始 実施設計 着工 Ａ
令和７年度より工事を着工し、令和９年11月末竣工、令和10年３月開館
を予定している。

継続

115
図書館サービス
拡充事業

図書館 2-1-②
駅前行政サービスセンターでの貸出・返却サービス、月
曜開館及び分館の開館時間の延長など、図書館サービ
スの拡充を継続実施する。

新浦安駅前マーレ図書サービス
コーナーに加え、舞浜駅前、浦安駅
前行政サービスセンターを図書館以
外のサービスポイントとする。また平
成27年6月まで月曜日は休館日とし
てきたが、貸出・返却に特化して全
館開館、また平日の分館の閉館時
間も17時から18時へと延長した。

開館日数（日） 325 331 333 331 330 Ａ 規則どおり開館し、図書館サービスを実施することができた。 見直し継続

117 一般奉仕事業 図書館 2-1-②
図書館において最も基本となる、貸出を中心とした資料
提供サービスを行う事業。また、返却、予約、利用登録
等カウンターでのサービスの向上を図る。

全館共通のサービス（貸出・返却・リ
クエスト、利用登録、寄贈、弁償、督
促、拾得物管理ほか）の方針及び方
法の決定・広報など、市民へのサー
ビス全般を行う。

貸出冊数（冊） 1,733,663 1,380,187 1,450,000 1,380,187 1,331,743 Ｂ

近年のスマホ等の普及により、電子書籍やホームページの閲覧など紙
媒体以外の読書や情報収集が増え、貸出し利用に影響したと考えられ
る。
一方で中央図書館の来館者数は増加しており、館内での閲覧や学習、
イベントへの参加など、滞在型の利用が多くみられた。

継続

118
図書サービス
コーナー運営事
業

図書館 2-1-②
新浦安駅前図書サービスコーナーで予約資料の貸出、
返却資料の受付を行う。

新浦安駅前図書サービスコーナー
の運営（カウンターでの貸出・返却、
予約資料の仕分け、返却後の予約
資料と所蔵館への送付準備、ブック
ポスト整理等）、図書館との相互連
絡。

貸出冊数（冊） 185,761 156,566 160,000 156,566 153,328 Ａ
１年間で、延べ85,173人の方が利用しており、図書館への来館が難しい
市民の、利便性の向上という目的は達成していると考える。

継続

119
図書館電算シス
テム運用事業

図書館 2-1-②
多様化する図書館業務に対応し、図書館サービスの向
上と業務の効率化を図るため、図書館システムを導入す
る。

図書館システムの保守管理のほ
か、機能の検証などにより、定期的
なシステム更新事業を実施する。

WebOPAC予約冊数
（冊）

413,892 420,557 425,000 420,557 408,970 Ｂ

受け付けている図書などの予約の９割近くは、インターネットからである
ことから、電算システムによるサービス提供は不可欠となっている。
引き続き利用者の利便性の向上のため、電算システムによる運用を継
続していく。

継続

120 図書館協議会 図書館 2-1-②
図書館の運営に関し、館長の諮問に応ずるとともに図書
館の行う図書館奉仕に対し意見を述べる機関としての
図書館協議会を開催する。

会議を定期的に開催し、教育関係
者、学識経験者、市民公募による各
委員から、図書館運営に関する
様々な意見を聴取する。

会議開催数（回） 4 3 3 3 3 Ａ

令和７年度は、図書館サービスに対する評価にあたり、分館の来館利
用、レファレンスサービス、子ども読書活動の推進、ものづくり環境運営
事業について意見をいただいた。
その他図書館運営全般についても、委員の豊富な知見により様々な立
場からの意見をいただき、今後の参考とすることができた。

継続
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121
図書館施設の拡
充

図書館 2-1-②
新町地区市民の図書館利用は、高洲分館開館以降も他
地域の平均の2倍以上であり、この利用状況に対して施
設が狭隘であることから日の出分館の拡充を検討する。

現日の出分館の施設狭隘化の問題
等を解消するために、「（仮称）子ど
も・子育て支援複合施設」実施設計
のなかで、移転を検討する。

日の出分館の拡充を検
討（貸出冊数）

237,403 208,049 220,000 208,049 201,914 Ｂ

貸出し冊数は減少しているものの、依然として分館で最も利用が多く、
施設の面積に対して利用が過多である状況は継続している。
「（仮称）子ども・子育て支援複合施設」の整備は、令和８年度は図書資
料の購入などを行う。

継続

122
図書館資料の充
実

図書館 2-1-②
図書、雑誌、視聴覚資料等図書館資料の充実を図り、
市民の読書環境を整える。

図書、雑誌、視聴覚資料等の図書
館資料を、市民が利用できるように
するため、データ管理、発注、受入
れ等の業務を行う。

図書受入冊数（冊） 38,600 28,598 30,000 28,598 30,122 Ａ

市民の要望や各分野での必要性に応じた図書の購入を行い、蔵書の
充実を図った。
今後も市民の読書や学習活動、課題の解決を支援するため、寄贈の図
書も活用し、図書館資料の質と量を維持していくよう努める。

継続

122-2

ものづくり環境整
備事業
【令和５年度から
開始】

図書館 2-1-②

デジタルファブリケーション機器を中心とした工房機能を
備えたファブスペースを中央図書館内に整備し、市民に
新たなものづくりの場を提供するとともに、ものづくりを通
じたコミュニティ形成や市民同士の交流を促進する。

工房機能を備えたファブスペースを
整備し、ものづくりを通じたものづくり
を通じたコミュニティ形成や市民同
士の交流を促進する。

ファブスペース利用者
数

－ 1,228 400 1,228 1,034 Ａ

令和７年度のファブスペース利用は、個人利用者、イベント参加者数合
わせて、目標を大きく上回ることができた。
また、初めてユーザー交流会を開催し、ものづくりを通じた市民同士の
交流を促進することできた。
引き続き、幅広い年代を対象としたイベントを開催し、個人利用及びイベ
ント等参加の促進に努める。

継続

123
学校図書館の環
境整備

指導課 2-1-②

市内の全ての小中学校に「学校司書」を配置し、学校図
書館の整備と運営の円滑化と学校図書館の効果的な利
用を推進する。
学校図書館システムを活用し、図書の貸し出し返却作業
や検索の簡素化、児童生徒の読書に関するデータの蓄
積を図る。

学校司書研修会を実施し、学校司
書としてのスキルアップを図る。（年
間５回程度）
学校図書館システムの保守及び更
新を行い、図書の整理・管理・統計
を効率的に行う。

学校図書館を授業でと
ても利用している教職
員の割合（％）

20
35

31.8
40 31.8 － Ｂ

教職員の意識調査は隔年で行われていて、令和８年度実施予定であ
る。
引き続き、学校司書研修会を通して、学校司書のスキルアップを図り、
図書の整理・管理・統計を効率的に行っていく。
また、メディアセンター機能を最大限に生かしていくために、図書館主任
やICT担当とも連携していけるような手立てが必要である。

継続

126
老人福祉セン
ター管理運営事
業

高齢者福祉課 2-1-②

高齢者の方々が、いつまでも健康で明るくいられるよう、
新たな講座・行事等を開催し、利用者の趣味を広め、教
養を深めるとともに、体力づくりにも取り組む。また、利
用者相互及び職員との交流を図ることにより積極的に社
会とのかかわりを持つことで生きる喜びを実感できる場
作りを行う。

各種教室・講座（書道、民謡、陶芸、
ダンス、健康体操、着付等）、各種
主催事業（日帰りバスハイク、認知
症サポーター養成講座、Uセンター
祭り等）、健康相談事業等を実施す
る。

老人福祉センター来館
者数（人）

173,142 137,742 － 137,742 143,003 Ａ

令和７年度では、利用者のニーズに合う講座や介護予防事業を中心に
開催し、令和６年度より約５千人の増加となった。
新型コロナウイルス感染症の影響により減少していた来館者数が年々
回復してきている。
引き続き高齢者が健康で生きがいのある生活を営むことができることを
目的として運営する。

継続

127
青少年館管理運
営事業

青少年課 2-1-②
青少年が自由に集まり、自主的に活動する施設として、
仲間づくりや青少年同士の交流、学習、趣味などの活動
が行える場を提供する。

青少年へ自由に過ごせる場所を提
供し、自主的で主体的な学びと活動
ができるような施設運営を行い、青
少年の健全育成を図っている。
また、青少年の自己成長や地域と
積極的に関わり合いを持てるような
自主事業を展開している。

延べ利用者数（人） 48,534 37,095 58,500 37,095 39,428 Ｂ

実績値は目標よりも下回っているが、利用者は年々増加しており、特に
中高生の利用者が大幅に増加していることから、年間を通して開催して
いる中高生を対象とした事業の成果について評価できる。
このことから、引き続き高校生を中心とした青少年の創造性や自発的な
活動を支援できる事業を企画・実施し、利用の促進を図っていく。

継続
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128
青少年交流活動
センター管理運
営事業

青少年課 2-1-②

青少年の交流及び団体生活を通じて、青少年の健全な
育成を図ることを目的とした施設であり、指定管理者制
度を導入している。
また、施設の貸出しのほか、幼児、小学生、子育て家庭
等を対象とする各種事業を実施している。

宿泊型研修施設として青少年の交
流、研修や団体活動を通じて青少
年の健全育成を図っている。
また、「うら・らめ～る祭」など青少年
が地域との交流を持てるような自主
事業を展開している。

延べ利用者数（人） 31,923 22,635 33,000 22,635 25,728 Ｂ
実績値は目標よりも下回っているが、利用者は年々増加していることか
ら、引き続き利用の促進を図っていく。

継続

129
青少年交流施設
管理運営事業

青少年課 2-1-②

放課後や休日における青少年の活動・交流を中心とし
て、芸術・音楽・文化をキーワードに、青少年の自主的な
活動を推進する施設として設置し、ＰＦＩ方式を取入れ管
理運営をしている。

スタジオ等の貸出しのほか、青少年
を対象とした、美術・語学・音楽・舞
踏といった講座を実施している。青
少年のみを対象とし、青少年交流広
場を開放している。

延べ利用者数（人） 29,363 18,306 － 18,306 9,674 Ｂ

新浦安駅前プラザマーレについては、公共施設の建設、維持管理、運
営などに民間の資金や経営能力、技術力を活用して行う公共事業であ
るPFI手法により運営してきたが、令和８年３月31日をもって事業期間が
終了となった。
次期事業運営においては、青少年向けの講座等について検討する予定
である。

見直し継続

130
社会教育関係団
体活動支援事業

生涯学習課 2-2-①
市民の自主的な学習活動を促進するため、社会教育関
係団体の支援を行う。

社会教育関係団体認定制度を運用
するとともに、まなびねっと
URAYASUをとおして団体の情報を
発信する。

まなびねっとURAYASU
への登録団体数

541 511 700 511 520 Ｃ

令和５年11月に「まなびねっとURAYASU」のシステム更新をした際に、
登録団体の情報の更新を行ったことにより、登録団体数は減少したが、
令和７年度も引き続きまなびねっとURAYASUにて団体の情報を発信し
た。
今後も、多くの団体に「まなびねっとURAYASU」の活用を促し、団体活
動の活性化に繋がるよう支援していく。

継続

131
サークル・団体
活動支援事業

公民館
2-2-①
3-1-①

サークル・団体活動の支援を行うことで、市民が人や地
域とつながる場の充実を図る。

「浦安市公民館サークル育成支援
事業」などによる団体支援を行う。ま
た、生涯学習情報システムを通じて
団体による情報発信の支援を行う。

「浦安市公民館サーク
ル育成支援事業」によ
る団体の支援件数

－ 16 10 16 9 Ｂ サークル育成支援事業を通し、公民館サークルを支援した。 見直し継続

133
市民活動補助金
事業

市民参加推進
課

2-2-①
市民活動を促進することを目的に、市民活動団体が自
立や発展に向けて行う事業に補助金を交付する。

会員確保を目的とした活動や内容
の宣伝に関する事業など、団体の
自立促進に効果的な事業（自立促
進事業）や、活動期間が1年以上の
団体が主体性をもって行う事業で、
公益性が高く、団体の活動を発展さ
せるのに効果的な事業（活性化事
業）に対し、予算の範囲内にて補助
金を交付する。

市民活動補助金交付団
体数

6 0 4 0 2 Ｃ
自立促進事業１事業、活性化事業１事業に補助金の交付を行った。
自立促進事業では３事業応募があったが、審査の結果不採択となり、
目標値を下回る結果となった。

見直し継続

134
地域子育て応援
団事業補助金

こども課 2-2-①
地域とのつながりが希薄化するなか、孤立しやすい状況
にある子育て世帯を対象に、市民の自主性に任せた活
動を通じ、地域全体で子育てを支援する。

平成22年度より高洲児童センター及
び中央公民館、平成24年度より東
野児童センター、平成25年度より当
代島公民館にて、子育てサロンを実
施し、地域の子育て支援を実施して
いる団体（お助けねっと・こんぺいと
う、おやこの広場・ほこほこ）を支援
している。

延べ参加者数（人） 11,586 6,080
6700
5,500

6,080 5,654 Ａ

平成31年から令和４年度にかけては、新型コロナウイルス感染症の影
響により利用者が減少した。
その後、令和５年度から令和７年度にかけては、わずかながら減少傾向
である。
要因としては、少子化の進行や共働き世帯の増加に伴い、０歳児から
の保育園入園者が増えたことが考えられ、今後もわずかながら減少傾
向が続くものと予想する。
こうした状況を踏まえ、子育てサロンの事業内容や周知方法について改
めて確認するとともに、引き続き団体の活動を支援する。

継続

135 学習成果の発表 公民館
2-2-②
3-1-①

市民やサークル・団体が交流し、日ごろの学習の成果を
発表する機会を提供する。

各公民館において、サークル・団体
の作品展示や発表会を実施する。

参加団体数 462 183 180 183 202 Ａ
コロナ禍以降、開催方法を見直して実施してきた公民館文化祭につい
て、サークル成果発表会や展示会として実施した。

見直し継続
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137
介護予防推進事
業

高齢者包括支
援課

2-2-②
3-1-①

地域の高齢者が日常生活の中で身近に参加できる機会
を、住民主体の活動の中で創出し、協働で作ることで、
市民ニーズに即した地域づくり、介護予防の推進につな
がる。

浦安の介護予防をすすめる会「浦安
介護予防アカデミア」が、介護予防
の６本柱である運動器の機能向上・
低栄養の予防・口腔機能向上・閉じ
こもり予防・認知症予防・うつ予防を
目的とし、行政との協働により教室
の開催などの活動をおこなう。

参加者数（人） 31,250 17,523 17,000 17,523 16,681 Ａ
アカデミア会員の高齢化や後継人材の不足のため、夏場の活動の自粛
や活動場所の見直しを行った結果、実績値は減少となっているが、アカ
デミアの安定的な運営に向けた取組を推進していく。

継続

142

市民参加型観光
イベント等実施
事業
【令和５年度廃
止】

商工観光課 3-1-①
事業者や市民活動団体などとの協働により、まちの魅力
を伝える交流型のイベント創出事業を実施する。

浦安の「母なる川」である境川テラス
を舞台に「浦安の嫁入り舟」や漁師
町であった頃の名残を残す「水神
祭」、ホテルのグルメ出店や、結婚
の祝福ムードを演出するステージな
どを実施する。
令和元年より「植木まつり」「多文化
共生フェア」「環境フェア」と併せ規模
を拡大して実施。

来場者数（人） － － － － － － － 廃止

145
郷土博物館ボラ
ンティア活動

郷土博物館 3-1-②
博物館ボランティアの活動を支援し、体験教室、イベント
等の博物館事業について協力体制をつくることにより、
博物館運営の活性化を図る。

各種体験・イベント、学校授業などで
のボランティア参加を積極的に進め
る。

延べ協力者数（人） 1,113 949 1,200 949 1,279 Ａ

博物館ボランティア活動として、境川乗船体験・郷土料理教室をはじめ
とした各種体験事業や公民館との共催事業、博学連携事業等に協力し
ていただいた。
また、児童生徒から博物館ボランティアを育成することを目的として実施
している「ジュニア学芸員」事業では新たに31名が認定され、博物館ボ
ランティアとして活動している。
また、テーマ展示室の解説ボランティア養成講座を実施し、２名が解説
ボランティアとしての活動を始めた。
（延べ人数1,279名の内訳：博物館ボランティア469名、焼玉エンジンボラ
ンティア90名、ジュニア学芸員延べ720名）

継続

146
地域の人材活
用・育成事業

公民館 3-1-②
市民の学習活動が地域に生かされるよう、関係機関と
サークル、団体をつなぐことのできる人材の育成や活用
を行う。

市民サークル・団体との協働事業だ
けでなく、支援や連携（活動を生か
す事業）、地域活動につながる人材
の育成事業などを実施する。

地域の人材を活用した
事業数

－ 18 18 18 21 Ａ 市民サークルや団体など、地域の人材を活用した事業を実施した。 継続

148

観光人材育成支
援事業
【令和３年度廃
止】

商工観光課 3-1-②
観光ボランティアガイドの育成・活動支援をするととも
に、市民との協働により、市内まち歩きが楽しめるような
仕組みづくりに取り組む。

市内の飲食店等の事業者や観光関
係者を対象に、観光客に対する受
入環境を整備し本市の魅力度を向
上させるための研修会を実施する。

参加人数（人） － － － － － － － 廃止

149
自主防犯活動支
援事業

市民安全課 3-1-②
自主防犯活動団体の活性を図り、犯罪発生の抑止につ
なげる。

自治会やＰＴＡ等の地域の自主防犯
活動団体、浦安市学生防犯委員会
Ｖ５、防犯ボランティア団体等に対
し、防犯活動に必要な物資の貸与
や防犯パトロール車両の貸出しなど
の支援を行う。

パトロール用品貸与団
体数及び防犯パトロー
ル車貸出団体数（団体）

46 21 51 21 31 Ｃ

各自主防犯団体へ活動物資の貸与や、青色防犯パトロール車の貸出し
について啓発を行った。
目標を達成していないため、今後も引き続き事業の周知を行い事業を
実施していく。

継続

155
健康推進員育成
事業

健康増進課 3-1-②
市民ボランティアによる地域に根づいた健康づくり推進
の普及活動を展開する。

幼児・児童向けの食育劇　個別の健
康知識普及活動

参加者数（人） 1,350 853 1,000 853 289 Ｃ

令和７年度は健康推進員の人数減少および新任者の増加により、保育
園等における出前講座の実施回数が十分に確保できなかった。
令和８年度は保育園等への周知を強化し、出前講座の実施機会の拡
充に努めていく。

見直し継続
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156
公園等里親制度
支援事業

みどり公園課 3-1-②

市が管理する公園等において、市民が組織する団体
が、緑化活動、日常的な環境美化活動等を行うことによ
り、地域コミュニティーを形成し、及び緑とふれあう協働
するまちづくりを推進するとともに、公園等の利用のモラ
ルの向上や地域に親しまれる公園等の創出を図る。

公園や緑地で清掃や花壇管理など
を行っている周辺住民やボランティ
アを里親や緑化活動支援団体として
認定し、浦安市公園等の里親制度
に関する要綱及び緑化活動支援事
務取扱要綱に基づき、必要な消耗
品の支給やボランティア保険の加入
などの支援を行う。

団体への参加者数（人） 300 371 400 371 358 Ｃ

会員の高齢化等により１団体が解散した。
今後は各団体が新規参加者の獲得に向け積極的に動けるよう、活動の
様子を外部に伝える場を提供するなど、支援の方法について見直しを
図っていく。

見直し継続

157
生涯学習職員研
修

生涯学習課 3-3-②
市民の学習環境の向上や学習活動を支援するため、生
涯学習に携わる職員の資質向上を図る。

部内研修会の実施や国や県主催の
研修に職員を派遣する。

延べ参加者数（人） 93 13 30 13 20 Ｃ

令和７年度は、国や県主催の研修について各所属に周知し、オンライン
や対面での研修に参加した。
これまでは、講師を招いて、部内全職員を対象とした研修会を実施して
きたが、令和３年度以降は、全体研修会は行わず、職員の個々のニー
ズに対応するため、国や県の主催の研修を各所属に周知し、参加を促
しており、令和８年度以降もこの方法を継続していく。

見直し継続

158
青少年センター
職員研修

青少年セン
ター

3-3-②
研修先での知識獲得や他市センター職員との情報交換
等により、青少年センター職員の資質向上を図る。

担当者会議やその他研修等に参加
する。

参加者数（人） 7 16 14 16 30 Ａ
県の研修会等に参加した。会議や研修会の中で、講師による青少年へ
の見守りや他市との情報交換等で、担当職員の資質向上が図られた。

継続

159
郷土博物館職員
研修

郷土博物館 3-3-②
千葉県博物館協会などが主催する研修会に参加し、博
物館職員の資質や能力の向上を図る。

国、県、千葉県博物館協会、千葉県
史料保存活用連絡協議会、千葉県
北西部地区文化財担当者連絡協議
会などの研修会に積極的に参加し、
本市博物館運営に生かしていく。

研修会参加回数 5 5 5 5 5 Ａ

関連団体の主催により、市立市川自然博物館見学会や、文化財・博物
館資料の虫菌害対策に関する研修会,、博物館の収蔵庫に関する情報
交換会が実施され、学芸員としての知識・技能の向上につながった。
また、研修会をとおして、近隣市・関係各館との意見交換をすることがで
きた。

継続

160 公民館職員研修 公民館 3-3-② 公民館職員に求められる能力向上を行う。

・職員研修会の実施
・社会教育主事資格の取得
・関係機関（県など）研修、会議の参
加（他市との情報交換をすることで
学びを得る）

全国公民館セミナーな
どの延べ参加者数（人）

28 19
20
10

19 7 Ｂ

県が実施する「社会教育・生涯学習推進講座」や葛南地区公民館連絡
協議会研修会、社会教育主事講習等に参加し、近隣自治体との交流や
職員の支出資質向上を図ることができた。
コロナ禍以降、研修機会が縮小しているため、現状に合わせて目標値と
の見直しを実施する。

見直し継続

161 図書館職員研修 図書館 3-3-②
図書館職員としての専門的な知識や技術を習得し、職
員のスキルアップを図る。

職員全員を対象とした内部研修の
実施や外部団体主催研修への派遣
を行う。

全体研修実施数（回） 6 5 6 5 5 Ａ

全体研修については５回開催した。
このほかに、外部研修への派遣についても、オンライン受講を積極的に
活用することで、県内外で開催される研修に参加することができた。
その結果、児童サービスや障がい者サービスに関する知識を深めたり、
地域資料のデジタルアーカイブ構築に必要な知識等について学んだり
することができた。

継続

162
多文化共生職員
 研修講習会

地域振興課 3-3-② 職員の多文化共生への理解を深める。
外部から専門講師を招くなど、職員
向けに研修会を開催する。

参加者理解度（％）
（研修後のアンケートよ
り）

96 100 100 100 100 Ａ

浦安市多文化共生推進プラン「施策１　多文化共生・国際理解の意識啓
発」に位置付けており、「市職員への多文化共生についての意識啓発を
図る」ことを目的に、職員研修を実施し、47人の職員が出席した。
職員の行政における多文化共生の理解を深めることができた。
令和８年度以降も継続実施を予定している。

継続
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163
郷土博物館運営
事業

郷土博物館 4-1-①
郷土の歴史・文化・自然の展示や体験学習等を通して、
市民との交流を図り、郷土理解を深める。

常設展示の活用、体験教室、イベン
ト等の円滑な運営を図りながら、市
民に郷土学習の機会を提供する。

郷土博物館への来館者
数（人）

100,999 102,059 111,000 102,059 112,209 Ａ
入館者数は112,209人となり、前年度より10.150人増となった。
企画展及び各種体験事業の実施や、ジュニア学芸員をはじめとするボ
ランティア活動が活発に行われたため、目標値を上回ることができた。

継続

164
郷土博物館の学
習支援体制の充
実（展示事業）

郷土博物館 4-1-①
体験学習プログラムの作成や調査研究の成果として企
画展の開催などに努め、開館時の基本コンセプトにある
「リピーターの呼べる博物館」を達成する。

夏期の「もっと知りたいふるさと浦
安」、秋期の「ふるさと浦安作品
展」、冬期の「浦安の海苔養殖」およ
び「浦安の 漁撈－刺網漁－大衆芸
能」を実施。

展示会の実施数（回） 4 4 4 4 4 Ａ

企画展として、例年実施している「もっと知りたいふるさと浦安」、「ふるさ
と浦安作品展」、「浦安の海苔養殖」のほか、「浦安の大衆芸能」を実施
し、全４回の展示会を実施した。
常設展示だけでは提供することが困難なテーマ性・専門性の高い内容
を企画展として展示することで、市民に対し通常と異なる観点から郷土
学習の機会を提供することができた。

継続

165
郷土博物館講演
会事業

郷土博物館 4-1-① 博物館の事業として、講座、講演会を開催する。

展示リニューアルの内容を受け、新
たなテーマに即した内容の講座計画
を行い、市民自らが学んでいく体制
を構築する。

実施数（回） 11 1
11
1

1 1 Ａ

新浦安駅前の開発に関する講演会を開催した。基調講演では、時代や
ライフスタイルの変化にあわせた開発計画や、新浦安駅周辺の暮らし
ぶりの変化についてお話いただき、パネルディスカッションでは、開発当
初の浦安の思い出、市民としてこれからの新浦安に求める事などをお
話いただいた。
展示リニューアルの内容に即したテーマを毎年設定した上で、年に１度
講演会を開催しているため、目標値を修正した。

継続

166
郷土博物館活用
推進委員会

郷土博物館 4-1-①
博物館の基本コンセプトである「学校教育に生かせる博
物館」を推進することを目的として設置している。学校教
育の場として博物館の利用を促進する。

浦安市郷土博物館活用推進委員会
設置要綱に基づき、効果的な活用
方法 および博物館活用プログラム
 の開発を推し進める。を検討すると
ともに、各学校との連携を強化す
る。

会議開催数（回） 5 4 4 4 4 Ａ

市立小中学校から各学校１名の教員を委員として委嘱した。年４回の会
議を実施し、博学連携の活動計画や進捗状況について意見交換を行
い、博学連携の質の向上につなげることができた。
また、各委員がそれぞれ博学連携事業を実践するする「一委員一実践」
の実施、「ふるさと浦安作品展」の審査などを通し、博学連携事業を促
進することができた。
活用プログラムの開発が終了し、実践を開始しているため、事業内容を
修正した。

継続

167
郷土博物館活用
推進事業

郷土博物館 4-1-①
学校教育における郷土博物館の展示や体験学習の活
用、ボランティアとの交流などを通して、郷土の歴史・文
化への理解の向上を図り、郷土愛を深める。

学校との連携を図り、体験学習の内
容を充実し、体験学習プログラムを
構築する。

活用団体数（回） 311 284 300 284 304 Ａ

定番化している市内幼・保・子ども園対象来館園外保育に合わせた各
種の体験活動、市立全小３対象来館「昔のくらし体験」、小４対象来館
「海苔すき体験」、小６対象希望出前授業「土器・石器・火おこし体験」の
他、新たに実施した中学校での出前授業、授業に活用できる自作動画
のホームページ公開など、博学連携の在り方について多様化と内容の
充実を図り、目標値を上回ることができた。

継続

167
郷土博物館活用
推進事業

郷土博物館 4-1-①
学校教育における郷土博物館の展示や体験学習の活
用、ボランティアとの交流などを通して、郷土の歴史・文
化への理解の向上を図り、郷土愛を深める。

学校との連携を図り、体験学習の内
容を充実し、体験学習プログラムを
構築する。

活用人数(人） 10,620 11,939 12,000 11,939 12,997 Ａ

定番化している市内幼・保・子ども園対象来館園外保育に合わせた各
種の体験活動、市立全小３対象来館「昔のくらし体験」、小４対象来館
「海苔すき体験」、小６対象希望出前授業「土器・石器・火おこし体験」の
他、新たに実施した中学校での出前授業、授業に活用できる自作動画
のホームページ公開など、博学連携の在り方について多様化と内容の
充実を図り、目標値を上回ることができた。

継続

168
三番瀬を活用し
た環境学習の推
進

郷土博物館 4-1-①
博物館の事業として「漁業の町浦安」を体験できる教室
や、先人が浦安の水辺と暮らしてきた文化を基に三番瀬
や境川で観察会を開催する。

三番瀬観察館と連携した干潟・野鳥
の観察会や、境川での乗船体験な
ど、館外体験事業を推進する。

実施数（回） 5 6 5 6 8 Ａ

三番瀬環境観察館を活用した「干潟観察会」「野鳥観察会」を各1回実施
した他、身近な自然環境を学ぶ「街路樹観察会」を１回実施した。
「境川乗船体験」は３回実施し、浦安細川流投網保存会やべか舟を未
来につなぐ会の協力を得て櫓漕ぎを体験し、境川の自然や環境に触れ
た。
新規事業として、市民団体やガールスカウトに協力を得ながら、これま
で別々に行ってきた観察会を複合的に行う「Dayキャンプで自然観察」を
開催した。

見直し継続
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169
ふるさと浦安作
品展

郷土博物館 4-1-①
「ふるさと浦安」への作品制作や研究により、ふるさとを
愛する気持ちを育てる作品展を開催する。

夏休み期間中の企画展「もっと知り
たいふるさと浦安」を充実させ、作品
展を継続して実施する。

参加者数（人） 1,726 1,566 1,500 1,566 1,500 Ａ

応募作品は1,500点（うち作品展への出展数は242点）であった。
開催期間を昨年度と比較して８日間延長したことにより、入場者数を大
幅に増やすことができた。
初の試みとして、夏休み前期間に作品づくりのポイント解説や動機付け
を目的とした中学校への出前授業を実施した成果により、夏休み期間
に自由来館し、作品づくりの相談を行った中学生の人数が大幅に増加し
た。

見直し継続

169-2

郷土博物館協議
会
【令和３年度から
開始】

郷土博物館 4-1-①
郷土博物館の運営に関し、博物館法第20条第２項に基
づき、諮問に応じ、意見を述べる機関としての博物館協
議会を開催する。

博物館運営の改善を図るため、郷
土博物館の事業計画、運営状況等
について協議し、意見を聴取する。

会議開催数（回） － 2 2 2 2 Ａ
当初の計画通り２回会議を開催した。
博物館の事業内容について評価するとともに、意見交換を行った。

継続

169-3

郷土博物館展示
リニューアル事
業
【令和３年度から
開始】
【令和５年度廃
止（終了）】

郷土博物館 4-1-①

浦安のまちの歴史や伝統文化に触れる機会の充実を図
るために、これまでの漁師町時代の歴史・文化に加え、
公有水面埋立事業以降のまちの変遷をはじめ、常設展
示をリニューアルする。

テーマ展示室、船の展示室、企画展
示室等のリニューアル改修工事を
実施する。

博物館リニューアル工
事の整備にむけて、竣
工図作成及び工事を進
める。

－ － － － － － － 廃止（終了）

170
ふるさと浦安の
歴史・地域学習
の充実

指導課 4-1-①
ふるさと浦安への理解を深めることができるように地域
の学習材を教材化し、児童の地域に対する誇りや愛情
を育む。

「社会科副読本改訂委員」を市内小
学校教諭及び管理職に委嘱し、年
間９回改訂委員会議を開催してい
る。この改訂作業を経て、小学校3、
4年生の社会科学習で使用する「わ
たしたちの浦安」及びそれに準拠し
た教師用「指導の手引」を隔年で発
行する。また、浦安市地図・千葉県
地図を毎年発行する。

「浦安市小中学生生活
実態調査」で、「自分の
住んでいる町や地域が
好きか」の質問に「とて
も好き」と回答した割合
（％）

68.6 69.3 85 69.3 69.8 Ｂ

自分の住む町や地域について好意的に回答した児童生徒の割合は、
いずれの学年においても９割以上となっている。
小学校においては、社会科副読本「わたしたちの浦安」を効果的に活用
した授業づくりを通して、児童が主体的に学ぶことができるよう各校で工
夫している。
社会科副読本・同指導書改訂委員会では、地域の題材を教材化するな
どして、社会科指導の充実を図っている。
中学校においては、地理的分野の「身近な地域の調査」の単元で、ふる
さと浦安調べや未来への提言など、授業展開を工夫している。

継続

171
博物館資料整
理・調査

郷土博物館 4-1-②

博物館法に基づき、博物館資料に関する専門的、技術
的な調査研究、史料の整理を行い、博物館資料に関す
る案内書、解説書、年報、調査研究の報告書等を作成
する。

博物館収蔵品システムを活用し、資
料の整理・登録・研究・公開を進め
る。また、令和11年度までに、その
成果を調査報告・企画展図録として
刊行していく。

刊行数（冊） 1 0 1 0 0 Ｂ

博物館収蔵品管理システムを活用した資料の登録、オンライン上での
公開を行っている。
令和７年度末までに全94,707点の資料登録を行ったほか、寄贈品の受
入を32件行った。
資料の活用としては、他館企画展への民具資料の貸出、メディア等へ
の写真資料の貸出のほか、学校へは民具の貸出を行った。

継続

171-2
博物館資料整
理・調査

郷土博物館 4-1-②
博物館法に基づき、博物館資料に関する専門的、技術
的な調査研究、史料の整理を行う。

博物館収蔵品システムを活用し、資
料の整理・登録・研究・公開を進め
る。

登録資料点数 － － 400 － 492 Ａ

博物館収蔵品管理システムを活用した資料の登録、オンライン上での
公開を行っている。
令和７年度末までに全94,707点の資料登録を行ったほか、寄贈品の受
入を32件行った。
資料の活用としては、他館企画展への民具資料の貸出、メディア等へ
の写真資料の貸出のほか、学校へは民具の貸出を行った。

継続
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172
文化財調査・保
護

郷土博物館 4-1-②

「浦安市文化財保護条例」「浦安市指定有形文化財住宅
の設置及び管理に関する条例」に基づき、歴史・民俗・
自然などの文化財に関する調査を行い、保護政策を計
画し、長期展望をはかる。

各種調査を実施するとともに、文化
財住宅等を適切に保存し、公開・活
用を図ることで、文化財保護の啓発
に努める。

実施数（回） 1 2 1 2 3 Ａ

文化財住宅の補修修繕として、旧太田家住宅（郷土博物館屋外展示場
「魚屋」）の土台部材の取り換え・下見板の取り換え等、旧宇田川家住
宅竹垣の修繕、自動火災報知設備受信機の作動不能に伴う機器の取
り換えを行った。
その他、個人所有の市指定有形文化財「小金原の鹿狩資料」の現状確
認を行った。

継続

173 文化財審議会 郷土博物館 4-1-②
文化財の保護及び活用に関する事項を調査審議し、並
びにこれら事項について教育委員会に建議する。

現存する文化財の保護、活用につ
いての審議を進める。

会議開催数（回） 5 2 2 2 2 Ａ

令和３年度に郷土博物館協議会を設置したことに伴い、文化財審議会
の会議回数を年２回とした。
令和７年度は予定通り２回開催し、旧大塚家住宅の移設工事に関する
現地視察、令和８年度に実施する史跡表示板の改修についての意見聴
取等を行った。

継続

174
ふるさと浦安伝
承事業

郷土博物館 4-1-③
自然とともに暮らしてきた浦安の先人たちの生活文化
や、浦安に根付いた伝統芸能・技術について、伝承して
いく体験事業を開催する。

お洒落保存会、囃子保存会、細川
流投網保存会により、学校授業へ
の協力を実施している。

実施数（回） 10 5 5 5 5 Ａ
浦安お洒落保存会、浦安囃子保存会による小学校４年生の伝統文化出
前講座を５回実施した。

継続

175
伝統文化の保
護・承継・公開

郷土博物館 4-1-③

地域での発表の機会や住民が親しむ機会を拡充させ、
伝統芸能・技術の意義やすばらしさについての啓発に努
めるとともに、後継者の育成を図る。また、伝統芸能や
技術を映像や音声で保存し、伝承活動の支援に努め
る。

お洒落保存会は週1回、囃子保存会
は月1回、博物館視聴覚室で定期練
習を実施している。そのほか県の行
事、季節の行事、祭礼などで活動
し、市民への周知を行っている。

実施数（回） 40 53 40 53 53 Ａ

各団体とも年間を通して公開練習や、博物館への事業協力を行った。
お洒落保存会は、ちば郷土芸能フェスティバル、浦安民謡舞踊チャリ
ティショーなどへの出演のほか、ジュニア学芸員への指導等を行った。
囃子保存会は、博物館や市内のイベントへの出演を行った。細川流投
網保存会は、乗船体験や海苔すき体験の指導のほか、７月・９月には旧
江戸川で投網を行う研修会を実施した。

継続

180 文化振興事業 生涯学習課 4-2-②

市民自らが参加し、文化芸術を親しむことによって、市
民生活の文化芸術の向上に寄与するとともに、市民の
親睦と連帯感を高めることを目的とする。

市民自らが参加し、演奏、舞台芸術
を体験・公演する「市民演奏会」、
「市民ミュージカル」や、市内で活動
している文化団体の活動発表及び
体験活動できる「うらやす文化市場」
をそれぞれ３年毎に開催する。

参加者・来場者数（人） 1,303 未実施 1,500 未実施 未実施 Ｄ

「市民演奏会」、「市民ミュージカル」、「うらやす文化市場」は、指定管理
者や市民団体などが市民参加による類似事業を実施していることから、
コロナ禍もあり平成30年度以降実施していない。
今後、市が実施主体として行う事業か検討していく。

その他

181
パフォーマンスラ
イセンス事業

生涯学習課 4-2-②
音楽やダンスなどの芸術活動を通して、まちのにぎわい
創出や魅力向上を目的とする。

新浦安駅前広場ステージにおいて、
市から認められた団体等がパフォー
マンスを行うことができるライセンス
を付与する。

登録数（件） 41 42 50 42 57 Ａ
街頭パフォーマーの新規募集を行い、令和７年12月23日に審査会を開
催した結果、20団体を認定した。（令和７年度末現在認定57団体）
令和８年度についてもパフォーマーの新規募集を予定している。

継続

182 美術展覧会 生涯学習課 4-2-②
市民の日頃の創作活動を発表し、研鑽しあう機会とする
ため、浦安市写真展と浦安市美術展をそれぞれ年1回
開催している。

浦安市写真展、浦安市美術展を浦
安市民プラザで開催している。
それぞれ、作品搬入後に審査員が
審査し、市長賞などの入賞者を決定
したうえで作品を展示している。ま
た、最終日に表彰式を実施してい
る。

出品点数（点） 477 320 405 320 351 Ｃ

令和７年度の浦安市写真展は、９月14日から９月21日まで開催し、応募
点数は140点、入場者数は594人であった。
また、令和７年度の浦安市美術展は、11月２日から11月９日まで開催
し、応募点数は211点、入場者数は2,652人であった。
浦安市写真展の出品点数は微増した。

見直し継続
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平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

令和８年度
以降の方向性

NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 現状分析
令和６年度

実績値
事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値

令和７年度
実績値

進捗
状況

186
文化芸術団体等
との連携

生涯学習課 4-2-③

市民の多様なニーズに対応し、文化芸術を身近に親し
むことができるよう、浦安市美術協会や合唱連盟などの
文化芸術団体、企業、学校などと連携し、各種事業等を
開催する。

浦安市美術展は浦安市美術協会と
の連携による運営委員会を設置し、
作品展示や審査を行う。浦安市写
真展は市内写真サークル団体との
連携協力により行う。

連携事業数 3 2 5 2 2 Ｃ

令和７年度は、浦安市写真展において市内写真サークル３団体、浦安
市美術展において浦安市美術協会と連携し、運営委員会や作品展示、
審査、会期中の受付業務などを行った。
令和８年度以降についても、市内写真サークル団体や浦安市美術協会
と連携し事業を開催していく。

継続

188 人形劇鑑賞会 指導課 4-3-①
園児に人形劇を鑑賞する機会を与え、豊かな情操を涵
養する。

人形劇団が市立幼稚園・認定こども
園にて、園児に向け手遊びや腕人
形や棒人形を使って物語を実演す
る。

事後のアンケート調査
での「園児の豊かな情
操を養う活動となった」
の質問に対する肯定的
な回答の割合（％）

80.3 100 85 100 100 Ａ

園児が人形劇鑑賞することで、豊かな情操を養う活動につながってい
る。
令和８年度はプロポーザル方式(入札審査会)にて劇団を決定する必要
がある。詳細はまだ未着手である。

継続

189
青少年文化・芸
術支援事業

生涯学習課 4-3-①
青少年を中心とする文化芸術活動を対象とし、若手芸術
家の育成促進などを目的として、「しんうら駅前広場音楽
祭」、「管弦楽フェスティバル」を年１回開催している。

市内の文化芸術の振興及び若手芸
術家の研鑽の場・交流の場とするこ
とを目的に、「うらやす管弦楽フェス
ティバル」及びクラシック音楽中心の
青少年コンサート「しんうら駅前広場
音楽祭」を行う。

参加者数（人） 2,985 257 3,000 257 275 Ｃ

「しんうら駅前広場音楽祭」については、出演団体のほとんどが市内公
立小中学校であり、近年は部活動などで様々な発表の場が充実してい
ることから、日頃の発表の場を提供するという当初の目的は達成したと
言える。
「うらやす管弦楽フェスティバル」は、令和２年度から、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、内容を変更し、「うらやす弦楽器体験会」として
実施している。
令和７年度は、令和４年度から引き続き経験者クラスを設けず、初心者
クラスを２クラスとした。募集定員76名のところ、64名の応募となり、追加
募集も行ったが、募集定員を下回る結果となった。
成果発表会参加者に行ったアンケートでは、「８月上旬が参加しやすい」
との回答が55％あったことから、令和８年度以降については、開催時期
の見直しを検討する。

その他
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【報告事項８.参考資料】　②進捗状況調査シート（生涯スポーツ推進計画・令和７年度分）

平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに

1

公園などの遊具
の活用
【令和２年度廃
止】

市民スポーツ
課

1-2-①
3-2-②

市民が日ごろから体を動かす習慣を見つ
けられるよう、身近な公園に設置してある
健康遊具を市民に周知や活用を図る。

ウオーキングマップを作成し、市民
の健康づくりの意識を高めるため、
公園遊具の所在地や活用を周知す
る。

「うらやすウオーキング
マップ」の認知度（％）
（市民意識調査)

－ - － - - - - 廃止

1-2

幼児期体力向上
支援事業
【令和４年度から
開始】

市民スポーツ
課

1-1-①
1-2-①
3-1-①

運動公園施設と指定管理者が持つ運動指
導のノウハウを活用し、幼児に楽しく運動
をするプログラムを提供することで、幼児
期における体力向上と生涯にわたり健康
を維持する運動習慣の基盤をつくることを
目的とする。また、併せて施設利用の向上
も図る。

市が所有するマイクロバスを活用
し、市内認可保育所等に通う園児を
対象に各園と運動公園までの送迎
を行う。

プログラム参加人数（バ
ス利用者）（人）

－ 5,053
9,056
6,500

5,053 5,711 Ｂ

園庭のない園等の市内保育園等の園児を対象に、運動公園の施設を
使った幼児に運動プログラムを開催し、その送迎のためのバスを運行し
た。
今後も引き続き、本プログラムの周知を図るとともに、運動公園ならでは
の魅力あるプログラムを展開し、登録園の増加及び利用率の向上に取
り組んでいく。
なお、11年度の目標値について、年間の開催日数と定員等を勘案し、
見直した。

見直し継続

2 健康づくり事業 公民館 1-2-①
市民の健康づくりのために、地域の身近な
場所で運動ができる環境の提供や主催事
業を実施する。

主な事業として高齢者を対象にした
「おたっしゃ体操」、幼児から高齢者
までを対象にした「体育館・運動室
の一般開放」、小学生から対象にし
た「クライミング事業」を実施してい
る。

各公民館の運動事業延
参加者数（人）

20,434 19,863 18,000 19,863 19,940 Ａ
体育館や運動室の一般開放や「おたっしゃ体操」等の事業に加え、障が
いのある人が運動できる「チャレンジドスポーツ」を実施した。

継続

3

トップスポーツ
チームの講演会
やスポーツ教室
事業

市民スポーツ
課

2-1-④
2-2-①

市内を拠点とするトップスポーツチームと
連携を図り、講演会やスポーツ教室等の
実施により市民のスポーツへの関心を高
める。

市内イベントでの市民とのふれあい
やスポーツ関係団体への講演会、さ
らには、小中学校を対象としたス
ポーツ教室を実施する。

小・中学校でのスポー
ツ教室の実施校（校）

10 20 20以上 20 21 Ａ

市内を拠点とするトップスポーツ３チームによる市内のこども園、保育園
や小中学校でのスポーツ教室や講演会等が定着されつつある。
今後も、子どもたちのスポーツへの関心の喚起につながるとともに、地
元チームの試合を観戦する「みるスポーツ」のきっかけづくりに寄与して
いる。

継続

5
少年スポーツ団
体活動支援事業

市民スポーツ
課

1-3-①
2-2-②
4-1-②
4-2-①

多くの子どもがスポーツ競技に取り組める
よう、少年スポーツ団体の活動を支援す
る。

少年野球、サッカー四種、ジュニア
ゴルフ、ジュニアテニス、リトルシニ
アの５団体の活動を支援する。

 各団体会員数の合計
 （人）
加入率（％）
各団体会員数／当該年
度の小中学校児童数

2,200
－

1,980
58.0

2,500
65.0

58.0 48.4 Ｄ

少年スポーツ団体の育成・競技力の向上、青少年スポーツの振興を図
るため、補助金の交付や大会運営の支援等、各団体の活動を支援して
きた。
今後、少子化の進展に伴って必然的に会員数が減少するなか、多くの
子どもたちが身近にスポーツに親しむ環境を提供できるよう、各団体と
連携し、競技の魅力などの情報発信に努めていく。
なお、目標値について、会員数の実数から加入率に見直した。

見直し継続

6
少年親善スポー
ツ大会

青少年課 2-2-②

浦安市青少年相談員連絡協議会が主体と
なり、スポーツを媒体として、児童相互の
交流を図るとともに、活動を通じて豊な心
を育み、青少年の健全育成を図る。

スポーツを通じて児童交流と体力づ
くりを目的とし、令和元年度までは
ドッジボール大会を実施していた。
令和２年度から、モルックという競技
に変更した。

参加者数（人） 292 97 100 97 82 Ｂ

老若男女問わず楽しむことができる「モルック」を競技として取り入れた
ことで、多くの方が参加できるイベントに取り組んだ。
令和８年度においても、市内の児童、生徒がスポーツを通じて家族の絆
や友情を深めるとともに、心と体を健全に育む事業として継続していく。

継続

9
運動公園の再整
備

市民スポーツ
課

3-1-②

運動公園の各施設について、市民ニーズ
を踏まえ、施設の機能の拡充や転換等に
ついて検討し、さらに多くの市民が親しみ
楽しむことができる施設へと展開していく。

「浦安市社会体育施設長寿命化計
画」に基づく大規模改修時に、必要
な機能追加や機能転換を図ってい
く。

計画に基づき整備を行
う。

調査・検討 検討 完了 - - Ｂ

運動公園内の陸上競技場において、本市を活動拠点とするトップスポー
ツチームの公式戦の開催や陸上競技場における投てき競技を可能する
等のため、天然芝化等の再整備を令和８年度以降計画的に進めてい
く。
また、その他の施設については、「浦安市社会体育施設長寿命化計画」
に基づく大規模改修時に、必要な機能追加や機能転換を図っていく。

継続

10
スポーツ施設の
バリアフリー化
事業

市民スポーツ
課

3-1-②
市内の誰もがスポーツ施設において、ス
ポーツに親しむことができるよう、スポーツ
施設の改修等を行う。

手すり設置、通路の勾配改修、避難
出口設置、アスファルト舗装整備等
を実施する。

計画に基づき整備を行
う。

検討 実施 完了 - - Ａ

令和７年度においては、総合体育館の武道場入口に可動式のスロープ
の導入するとともに、高洲地区に車いすバスケットボール３×３コートを
整備した。
今後も、「浦安市社会体育施設長寿命化計画」にもとづく改修と併せて、
適宜、スポーツ施設のバリアフリー化を進めていく。

継続

NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値
令和７年度

実績値
進捗
状況

現状分析
令和８年度

以降の方向性
令和６年度

実績値
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平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに
NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値
令和７年度

実績値
進捗
状況

現状分析
令和８年度

以降の方向性
令和６年度

実績値

11
スポーツ施設の
維持補修事業

市民スポーツ
課

3-1-②

安全で快適に利用出来るスポーツ施設の
提供と、財政の健全化に向けた効率的・効
果的な改修、維持、管理等により、スポー
ツ施設の長寿命化を図る。

スポーツ施設の修繕や改修を行う。
スポーツ施設の長寿命
化を図る。

－ - － - - Ａ

令和７年度は、中央武道館の外壁・屋根の改修工事をはじめ、約40件
の修繕・改修工事を実施した。
今後も引き続き、「浦安市社会体育施設長寿命化計画」や利用者から
の声に基づき、スポーツ施設の修繕や改修を行い、施設の維持管理に
努めていく。

継続

12
東京ベイ浦安シ
ティマラソン

市民スポーツ
課

1-1-①
4-1-①
4-1-②

スポーツを通して市民一人ひとりが生涯に
わたって心身ともに明るく健康であることを
目指して実施する。また、一人でも多くの
市民がランナーを支え、市民が盛り上げる
大会を実現し、スポーツ振興に繋げてい
く。

例年、２月の第一週の日曜日に開
催。
種目：３ｋｍ（一般、中学生、小学生
5.6年）、10ｋｍ、ハーフマラソン
定員：３ｋｍ 1,000人、10ｋｍ1,500
人、ハーフマラソン 3,500人

東京ベイ浦安シティマラ
ソンにエントリーした人
の当日参加率（％）

88.8% 71.6% 90％以上 71.6% 85.3% Ｂ

令和７年度大会では、周辺施設の開園時間や交通状況への影響を抑
えるため、スタート時間やコースの変更等を行ったが、天候に恵まれた
こともあり、令和６年度大会と比較して、参加率が向上した。
今後も引き続き、ランナー及び来場者の安全・安心を確保し、市民に親
しみのある大会になるよう、大会運営等の改善を図っていく。

継続

13
浦安スポーツ
フェア

市民スポーツ
課

1-1-①
1-2-②
4-1-①

より多くの市民がスポーツに親しめるよ
う、、多様なニーズに応じた「するスポー
ツ」の機会を提供するとともに、スポーツ関
係団体等との連携・協力により、スポーツ
を通じた市民のコミュニティを醸成し、地域
づくりにつながるスポーツの推進を目的に
開催する。

「スポーツ日」前後に、さまざまなス
ポーツを体験できるブースの設置
や、オリンピック・パラリンピック出場
選手等との交流会や講演会、ス
テージ上の演武会等の設けた「ス
ポーツフェア」を開催する。

浦安スポーツフェアの
来場者数（人）

12,674 12,669 13,300 12,669 12,717 Ｂ

令和７年度は、40種目のスポーツ体験ブースに加え、パラリンピック出
場選手によるトークショー、本市を活動するトップスポーツチームとの交
流会等を実施し、多くの参加者に来場いただくことができた。
今後はさらに多くの来場者が見込めるよう、内容やPR方法等を検討し
ていく。

継続

14
スポーツ施設運
営事業（指定管
理の活用）

市民スポーツ
課

1-1-①
3-1-①
3-2-②

市民のニーズに応じたスポーツ機会を提
供するため、スポーツ施設の効率的な運
営を図る。

指定管理者制度を活用し、施設の
運営管理を委託するとともに、民間
のノウハウを活かしたイベントや自
主事業を展開していく。

指定管理施設数（施設） 3 3 全て 3 3 Ａ

指定管理制度を導入している施設については、スポーツ競技の経験者
や指導資格を有する職員を配置し、市民ニーズを踏まえたイベントを実
施した。
指定管理制度の導入が未実施となっている施設については、より良い
運営方法について継続的に検討していく。

継続

15
スポーツ協会活
動支援事業

市民スポーツ
課

1-1-②
1-3-①
4-1-②
4-2-①

生涯スポーツの振興や競技力向上のため
の事業等、市のスポーツ振興を図るため
設立している一般社団法人浦安市スポー
ツ協会の活動を支援する。

スポーツ協会に対し、補助金を交付
するほか、協会の活動に関する助
言等、団体の支援を行う。

スポーツ協会の会員数
（人）

13,349 14,608 13,600 14,608 13,589 Ａ

令和７年度においても、一社）浦安市スポーツ協会の活動を支援するた
め、補助金を交付した。
浦安市スポーツ協会では、各スポーツの加盟団体と協力し、市民大会
やチャレンジドスポーツの開催、シティウォーク等の自主事業を展開す
るとともに、加盟団体の活動支援等を行っている。
今後も、加盟団体数や会員数の拡大に向け、浦安市スポーツ協会とと
もに取り組んでいく。

継続

16
浦安クリテリウム
実施事業

市民スポーツ
課

1-1-③

新たなニーズに対応したスポーツ振興を図
るとともに、スポーツツーリズムを推進する
ことを目的に、本市の水際線等の地域資
源を活用し、市民が気軽に参加できるサイ
クルスポーツイベントを開催する。

クリテリウム実行委員会の開催、公
式ホームポージ作成、実施要項の
作成、クリテリウムの運営、参加者
周知など

クリテリウムの参加者
数（人）

－ 208
700
300

208 234 Ｂ

令和７年度大会は、前回大会の課題をもとに、特設へ―ジの改善に加
え、クラスの細分化や初心者向け講習会の開催等に取組み、参加者数
の向上が図られた。
今後も、市民へのＰＲを拡充するとともに、スポーツツーリズムの取組み
を強化し、参加者数及び来場者数の拡大を図っていく。
なお、11年度の目標値について、当日開催できるレース数や１レースあ
たりの最大参加者数等をもとに、見直した。

見直し継続

18
スポーツ推進委
員連絡協議会支
援事業

市民スポーツ
課

1-2-③
2-2-①
2-2-②
4-1-②

スポーツ推進員の活動を通じ、市民が身
近な場所でスポーツができる機会を提供
するとともに、市民がスポーツに親しむ機
会の拡大を図る。

スポーツ推進委員で組織する連絡
協議会に補助金を交付するととも
に、協議会の自主事業や地区活動
の支援を行う。

スポーツ推進委員の数
（人）

29 20 35 20 28 Ｂ

令和６年度から令和７年度にかけて、スポーツ推進委員数が８人増員と
なり、担い手不足の改善を図った。
引き続き、スポーツ推進員のＰＲに取組み、委員数の拡大を図るととも
に、連絡協議会の活動を支援していく。

継続

19
軽スポーツ大会
【令和５年度廃
止】

市民スポーツ
課

1-2-③
1-3-②

市民誰もが取り組める軽スポーツ（ニュー
スポーツ）の普及・振興を図り、市民の健
康増進及び体力向上を図る。

ドッチビーやミニバレーボールなど
の軽スポーツの種目を普及・振興を
図る。

軽スポーツ大会の参加
者数（人）

－ - － - - - - 廃止

-28- 生涯スポーツ推進計画



平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに
NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値
令和７年度

実績値
進捗
状況

現状分析
令和８年度

以降の方向性
令和６年度

実績値

22 市民大会の実施
市民スポーツ
課

1-3-②
4-2-②

市民の競技力向上やスポーツを通じて市
民が交流する機会を提供する。

教育委員会主催事業として、浦安市
スポーツ協会へ委託し、スポーツ協
会加盟団体とともに、市民大会を実
施する。

市民大会の年間参加者
数（人）

9,223 17,606 9,400 17,606 17,935 Ａ

令和７年度、延べ43競技において、参加者17,935人を得て、春と秋の市
民大会を開催することができた。
今後も、浦安市スポーツ協会及び加盟団体の協力を得ながら、市民の
「するスポーツ」の場、交流の場を設けていく。

見直し継続

23
少年スポーツ大
会の実施

市民スポーツ
課

1-3-②
4-2-②

子どもの競技力向上やスポーツを通じて交
流する機会を提供する。

各少年スポーツ団体が主催する大
会に対し、補助金を交付するほか、
大会の運営の支援等、団体の支援
を行う。

 市民大会の（秋季大会
 の高学年・低学年）合計
 参加チーム数（チーム）
市内で開催された各少
年スポーツ団体関連の
大会数(件)

24
23
31

26
30

23
31

29 Ｂ

令和７年度も、各少年スポーツ団体において、市内で各種大会を企画・
開催され、市では、その支援を行った。
今後も、各少年スポーツ団体と協力しながら、子どもたちの「するスポー
ツ」の機会の拡充に取り組んでいく。
なお、目標値について、市民大会だけでなく、少年スポーツ団体が市内
の施設を活用し開催した大会も含めた大会数に見直した。

見直し継続

25
県民・関東・全
国・国際大会補
助事業

市民スポーツ
課

1-3-③
県民大会等に出場する個人又はスポーツ
団体に対し、経費の負担軽減を図るため、
交通費等を補助する。

スポーツ団体には、全国大会・関東
大会出場補助金を、個人には、国際
大会等出場賞賜金を交付する。

国際大会出場賞賜金交
付件数

4 20 8 20 14 Ａ
令和７年度の交付件数は、14件となった。
今後も、補助制度の周知を図るとともに、スポーツ団体等と協力しなが
ら、対象者の把握に努めていく。

継続

26
オリンピック・パ
ラリンピック等選
手育成事業

市民スポーツ
課

1-3-③

オリンピック等を目指す高い意欲や意識の
ある優秀な選手の育成を図るとともに、市
民のスポーツに取り組む気運の醸成を図
る。

選定委員会で選出された育成選手
に対し、補助金を交付する。

オリンピック・パラリン
ピック等選手育成補助
金交付人数（人）

12 7 14 7 7 Ｃ
令和７年度は市内の優秀な選手７名に補助金を交付した。
今後も、補助制度の周知を図るとともに、スポーツ団体等と協力しなが
ら、対象者の把握に努めていく。

継続

27
トップスポーツ
チームの情報発
信

市民スポーツ
課

2-1-①
2-1-④
4-2-②

本市を活動拠点とするトップスポーツ３
チームと連携し、「みるスポーツ」としての
市民の関心の喚起と、地元チームの応援
を通した交流の機会を創出するとともに、
子どもたちの観戦を通した新たな競技人口
の拡大につなげる。

各トップスポーツチームの観戦につ
ながるよう、情報の発信を強化す
る。

本市を拠点とするトップ
スポーツチームに関す
る市ホームページ等で
の情報発信の回数（回）

－ 14 30 14 17 Ｂ

令和７年度においては、市ホームページやキッズビュー等を通して、本
市を活動拠点とするトップスポーツ３チームをはじめ、市内でのトップス
ポーツに関する情報を計17回発信した。
今後は、既存媒体に加え、公共施設等へのポスターやチラシの配架
や、駅前のサイネージ等の活用等、情報発信の強化に努めていく。

見直し継続

28

フットサル全国
リーグ支援事業
【令和５年度廃
止】

市民スポーツ
課

2-1-①
2-2-①

浦安市総合体育館をホームアリーナとし、
全国のフットサル界トップリーグとなる「F
リーグ」に継続して参戦しており、スポーツ
による地域活性化を図るためホームゲー
ムにおける「応援環境」を整備する。

映像・音響オペレーターや進行ディ
レクターを配置し、クオリティーの高
い興行を提供し、会場の雰囲気・応
援態勢を整備することで地元チーム
のホームゲームを盛り上げる「地域
密着」の演出を図る。

ホームゲームでの観客
動員数（人）

－ - － - - - - 廃止

29
スポーツ関係団
体への情報発信

市民スポーツ
課

2-1-②
2-1-③

スポーツ協会等、スポーツ関係団体と連
携、協力した情報発信を図り、本市のス
ポーツ推進を図る。

市からスポーツ関係団体等へ国や
県の動向を発信するとともに、市民
大会や各スポーツ団体主催のス
ポーツ事業を広報うらやすやホーム
ポージなどに掲載し、市民への周知
を図る。

－ － - － - - Ａ

「広報うらやす」や「市ホームページ」といった市の既存媒体を活用し、ス
ポーツ団体が主催する大会や事業を市民等に周知する仕組みが構築
され、多くの情報が広報されている。
また、国や県から市に届いた情報については、適宜、市スポーツ協会を
通じ、各スポーツ団体に共有する連携ができている。

継続

30
公共施設予約管
理システム事業

市民スポーツ
課

2-1-③
3-1-①

市民がいつでも、どこでもスポーツ施設の
予約ができるよう環境を整備する。

インターネットを通じて市民がスポー
ツ施設を予約することができる公共
施設予約システムを運営する。

システム更新の実施 － 検討
令和７年度まで
にシステム更新

検討 実施 Ａ

令和８年１月から、24時間いつでも、利用者のスマホやＰＣから、利用者
の登録や施設の予約ができ、かつキャッシュレス決済に対応した新施
設予約システムの稼働を開始した。
引き続き、利用者からの声をもとに、システムの利便性の向上を図って
いく。

継続

31
生涯学習情報提
供システム運営
事業

生涯学習課 2-1-③
市民がいつもでもどこでもスポーツに取り
組めるよう情報を入手できる環境を整備す
る。

スポーツイベント等に関する情報を
発信する。

生涯学習情報提供シス
テムへのアクセス数
（件）

7,994 37,044 18,000 37,044 45,619 Ａ

令和７年度においては、令和５年度にシステムの更新を行い、スマート
フォンやタブレットで閲覧することを可能としたことから、継続してアクセ
ス数の増加につなげることができた。
今後も、引き続き、社会教育施設の情報や講座・イベント等の情報など
を効果的に発信していく。

継続
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平成30年度
実績値

令和６年度
実績値

11年度までに
NO 事業名 担当課 基本施策 事業目的 事業内容 成果指標

成果指標に設定されている目標値
令和７年度

実績値
進捗
状況

現状分析
令和８年度

以降の方向性
令和６年度

実績値

35
学校体育館開放
事業

市民スポーツ
課

3-2-①
市民のスポーツする場の拡充を図るため、
小・中学校の体育館や校庭を市民団体に
開放し、スポーツ機会を提供する。

小・中学校の体育館や校庭を市民
団体に開放する。
利用団体の自主性を高めるため、
各学校に運営協議会を設立し、運
営を担っていただく体制を整備す
る。

利用団体数（団体） 190 216 300 216 229 Ｂ

令和７年度も、各小中学校の施設を活用し、多くの団体に活動いただい
た。
一部の学校では、空きがない状態となっているが、各校の運営協議会と
協力しながら、多くの団体が、効率的に学校施設を利用できるよう、検
討を進めていく。
併せて、施設の予約や利用の調整が円滑に進められるよう、システム
化の検討も進める。

見直し継続

38

みんなのスポー
ツの集い
【令和２年度廃
止】

市民スポーツ
課

4-1-①
市民が気軽にスポーツに親しみ、スポーツ
を通して市民が交流できる機会を提供す
る。

スポーツ推進委員連絡協議会が主
体となって、市民が気軽にスポーツ
に親しめるイベントを運営する。

みんなのスポーツの集
い参加者数（人）

－ - － - - - - 廃止

41
総合型地域ス
ポーツクラブ支
援事業

市民スポーツ
課

4-1-②
4-2-①

総合型地域スポーツクラブ設立を目指す
地域支援の促進を図る。

新たな総合型地域スポーツクラブの
設立や、現行団体の円滑な運営が
図られるよう支援する。

総合型地域スポーツク
ラブ数（クラブ）

6 6 8 6 6 Ｂ

現在、市内に６つのクラブの活動しており、市では、その代表者により構
成される「ウラスポユナイテッド」を通じ、総合型地域スポーツクラブへの
支援を行ってきた。
引き続き、各スポーツクラブの活動を支援するとともに、新たなクラブの
設立に向け、未設置の地域に対し、総合型地域スポーツクラブのメリット
や設置の手続方法等を周知していく。

継続

49
スポーツ交流事
業

市民スポーツ
課

4-2-②

本市とオーランド市の両市民の交流、親善
及び国際理解の推進を図る。また、災害協
定を締結している下妻市と新発田市と、ス
ポーツを通して両市民の親善と友好を深
めるとともに、両市のスポーツ振興を図る。

本市のマラソン大会にオーランドの
選手を招待するとともに、本市の選
手をオーランドに派遣する。
また、下妻市、新発田市とは、隔年
で会場を変更し、小学生を対象にス
ポーツ交流を図る。

スポーツ交流事業種目
数（種目）

4 0 8 - - -

コロナ禍以降、下妻市・新発田市への選手派遣は行っておらず、事業の
再開の予定はない。
また、令和７年度は、東京ベイ浦安シティマラソンにオーランドから６名
の選手を受け入れたものの、令和５年度以降は、マラソン実行委員会と
関係スポーツ団体が主体となって、選手の受入れ等を担っている。
以上のことから、本事業を推進計画事業から対象外とする。

廃止
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第５．報告事項 

 ９．令和８年度第１回図書館協議会開催報告           中央図書館 

１７ 

 
１ 開催日時 

  令和８年７月 15 日（水）午後２時～午後４時 

２ 開催場所 

  浦安市立中央図書館２階 集会室 
３ 出 席 者 
 （委 員） 
  舘委員長、本多副委員長、林委員、井上委員、花村委員、遠藤委員、須賀委員、 

髙橋委員、鈴木委員、長安委員 

 （事務局） 
中央図書館長、中央図書館職員５名 

 （傍 聴）２名 

４ 議 事 
報告事項 

（１）令和７年度利用統計及び実績について 

（２）令和８年度事業計画について 

（３）令和８年度図書館自己点検評価について 

協議事項 

（１）浦安市子ども読書活動推進計画（第四次）の素案について 

５ 会議内容（概要） 
報告事項 

（１）令和７年度利用統計及び実績について 

事務局より報告を行い、委員より質疑や意見があった。主な質疑と意見は以下の

とおり。 

・貸出数や利用者数などの数値以外のソフト面での情報も掲載し、利用満足度が

わかるような説明があるとよい。また、図書館が行っている多様なサービスに

ついて、司書がいる強みをアピールしてほしいとの意見に対し、今後統計の持

ち方を含めて検討し、より良い結果を報告したいと回答した。 

（２）令和８年度事業計画について 

事務局より報告を行い、委員より質疑や意見があった。主な質疑と意見は以下の

とおり。 

・令和７年度と比較して回数を減らしている事業があるがなぜか、という質問に

対し、土日に開催するイベントが増えており、回数を見直したと回答したとこ

ろ、人的資源は有限であり、事業を見直し、やめることや減らすことも大切で

あるとの意見があった。 

（３）令和８年度図書館自己点検評価について 

事務局より報告を行い、委員より質疑や意見があった。主な意見は以下のとおり。 

・Ｘ（エックス）に関してはできるだけ投稿頻度を増やすことが重要なので頑張

ってほしい。 



 

１８ 

 
協議事項 
（１）浦安市子ども読書活動推進計画（第四次）の素案について 

事務局より説明を行い、委員より質疑や意見があった。主な意見は以下のとおり。 

・読書の推進には、借りるだけでなく、買うことも含まれるはずだが、計画では

触れられていない。策定委員会に書店などの事業者を入れる視点があってもよ

かった。 

・計画では、メディアリテラシーや機能的読書の重要性についても言及してほし

い。 

・子どもたちには主体的に情報を探す力を身につけさせたい。 



第５．報告事項 

 10．令和９年度浦安市立幼稚園・認定こども園入園募集要項   保育幼稚園課 
 

   １９ 

1. ４月入園募集スケジュール 

（１）１号認定 

日程 内容 受付場所・時間 

９月 15 日（火） ＨＰ募集案内掲載 市窓口、各園にて募集案内チラシ配布 

10 月 15 日（木） 広報うらやす掲載  

10 月 16 日（金） 

～22 日（木） 
一次募集 

・ちば電子申請サービスによる電子受付 

・郵送受付 

・市役所２階保育幼稚園課窓口 

午前８時 30 分から午後５時 

11 月 10 日（火） 抽選（一次） 市役所１階Ｓ１会議室 

２月３日（水） 

～４日（木） 
二次募集 受付方法は一次募集に同じ 

２月 10 日（水） 抽選（二次） 市役所１階Ｓ１会議室 

 

 (２）２号認定 

認可保育園等と同一の受付とする。 

 

2. 入園資格 

市内に居住し、かつ本市の住民基本台帳に記録されている者で、次の期間内に生ま

れた幼児 

年長（１年保育）：令和 ３年(2021)４月２日～令和４年(2022)４月１日生 

年中（２年保育）：令和 ４年(2022)４月２日～令和５年(2023)４月１日生 

 年少（３年保育）：令和 ５年(2023)４月２日～令和６年(2024)４月１日生 

 

3. 優先区域 

近隣区域の幼児が優先的に入園できるようにするため、１号認定については優先区

域を設定する（２号認定については保育の必要性で利用調整する）。 

募集人数を超える応募があった場合は、優先区域内・外の順に抽選を行い、内定者

と待機者の待機番号を決定する。 

 

（１）年少優先区域 

園 名 区 域 

若草・青葉・みなみ・

神明・北部・堀江 
猫実・当代島・北栄・堀江・富士見１～２丁目・海楽 

見明川・富岡・美浜

南・入船南・舞浜・日

の出・明海 

富士見３～５丁目・東野・富岡・今川・弁天・入船・美

浜・舞浜・鉄鋼通り・港・千鳥・高洲・日の出・明海 

 



 

２０ 

（２）年中・年長優先区域 

園 名 区 域 

若 草 猫実３～５丁目、北栄１丁目１～３・13～17 番、当代島１丁目 

青 葉 
北栄１丁目 10～12 番、北栄２丁目５～７・15～20 番、当代島２～３丁

目 

みなみ 堀江５～６丁目、富士見１～２丁目 

神 明 猫実１～２丁目、北栄４丁目、海楽全域 

北 部 
北栄１丁目４～９番、北栄２丁目１～４・８～14・21～29 番、北栄３丁

目 

見明川 
弁天全域、今川３～４丁目、鉄鋼通り・港・千鳥全域、舞浜３丁目、舞

浜２番地 

堀 江 堀江１～４丁目 

富 岡 富岡全域、東野１～２丁目 

美浜南 美浜全域、入船４～６丁目 

入船南 入船全域、今川１～２丁目、高洲全域 

舞 浜 舞浜２丁目、舞浜１番地・35 番地、富士見３～５丁目、東野３丁目 

日の出 日の出全域 

明 海 明海全域 

 

4. 募集定員 

 募集定員は、以下の表のとおりとする。 

 年少クラスについて４月一次、二次の入園希望者がいなかった場合、随時募集以降、

年度内の募集を停止する。また、美浜北認定こども園は休園中のため掲載しません。 

施設種別・園 年少 年中 年長 

幼稚園 

（青葉、富岡、日の出） 
１号 25 名 １号 35 名 １号 35 名 

幼稚園型認定こども園 

（若草、みなみ、神明、北部、

堀江、見明川、美浜南、舞浜、

明海） 

全体 25 名 

１号 20 名 

２号５名 

全体 35 名 

１号 25 名 

２号 10 名 

全体 35 名 

１号 25 名 

２号 10 名 

幼稚園型認定こども園 

（入船南） 

全体 25 名 

１号 15 名 

２号 10 名 

全体 35 名 

１号 25 名 

２号 10 名 

全体 35 名 

１号 25 名 

２号 10 名 

合計 

全体 325 名 

１号 270 名 

２号 55 名 

全体 455 名 

１号 355 名 

２号 100 名 

全体 455 名 

１号 355 名 

２号 100 名 

 


